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ガガススのの中中、、稜稜線線ををつつめめてて頂頂へへ……

～～第第3366回回大大雪雪山山国国立立公公園園 十十勝勝岳岳山山開開きき ～～

広広報報担担当当撮撮影影

スタンプラリーに参加してスタンプラリーに参加して、、

素敵な商品をゲットしよう　　　　　　素敵な商品をゲットしよう！！
後期高齢者医療制後期高齢者医療制度度

　被保険者被保険者証証（保険証（保険証））を一斉更新しますを一斉更新します！！

子どもセンターで楽しく子育て子どもセンターで楽しく子育て♪♪

主な内主な内容容

～神々の遊ぶ庭～神々の遊ぶ庭～～

大雪山国立公大雪山国立公園園
～神々の遊ぶ庭～

国立公園指定80周年記念特国立公園指定80周年記念特集集

大雪山国立公園
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深
田
久
弥
が
記
し
た
「
大
雪
山
」。
実
際

に
は
そ
う
い
う
名
前
の
山
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ア
イ
ヌ
語
で
「
ヌ
タ
ク
カ
ム
ウ
シ
ュ
ペ
」

（
川
が
め
ぐ
る
上
の
山
の
意
味
）と
呼
ば
れ
る

一
帯
を
指
し
て
い
ま
す
。

　「
大
雪
山
国
立
公
園
は
十
勝
や
石
狩
の
連

峰
も
含
ん
で
い
る
が
、
私
は
こ
こ
で
は
元
の

ヌ
タ
ク
カ
ム
ウ
シ
ュ
ペ
、
つ
ま
り
旭
岳
を
中

心
と
す
る
火
山
群
に
局
限
す
る
。
そ
の
火
山

群
と
は
、
北
鎮
、
白
雲
、
北
海
、
凌
雲
、
比

布
、
愛
別
、
そ
の
他
の
峰
で
あ
っ
て
、
す
べ

て
二
千
 米
 を
越
え
る
。
北
海
道
で
二
千
米

メ
ー
ト
ル

は
貴
重
な
存
在
で
あ
っ
て
、
こ
の
一
群
は
北

海
道
の
ど
ま
ん
中
を
占
め
、
文
字
通
り
北
海

道
の
屋
根
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
」（
日

本
百
名
山
　
深
田
久
弥
著
　
１
９
７
８
年
　

新
潮
文
庫
）

　
大
雪
山
国
立
公
園
は
一
般
的
に
、
ニ
セ
イ

カ
ウ
シ
ュ
ッ
ペ
山
に
代
表
さ
れ
る
「
北
大

雪
」、
北
海
道
の
最
高
峰
、
旭
岳（
標
高
２
千

　
m
）が
あ
る
「
表
大
雪
」、
ニ
ペ
ソ
ツ
山
や

291石
狩
岳
の
あ
る
「
東
大
雪
」、
そ
し
て
私
た

ち
に
は
お
な
じ
み
の
「
十
勝
岳
連
峰
」
の
４

つ
の
エ
リ
ア
に
分
け
ら
れ
、
南
北
　
　
、
東

63
km

西
　
　
に
わ
た
っ
て
２
千
m
級
の
峰
々
が
連

59
km

な
り
ま
す
。
そ
の
面
積
は
約
　
万
　
。

23

ha

　
神
奈
川
県
ほ
ど
の
広
さ
が
あ
り
、
北
は
上

川
町
か
ら
始
ま
り
東
川
町
、
美
瑛
町
、
上
富

良
野
町
、
富
良
野
市
、
南
富
良
野
町
、
新
得

町
、
上
士
幌
町
、
鹿
追
町
、
士
幌
町
の
１
市

９
町
に
も
ま
た
が
る
、
海
域
を
除
い
た
陸
域

の
面
積
で
は
日
本
最
大
の
国
立
公
園
で
す
。

　
そ
こ
に
は
原
始
の
ま
ま
の
森
が
広
が
り
、

国立公園指定80周年記念特国立公園指定80周年記念特集集

眼下に広がる雲海。そこはまさに神々の遊ぶ庭のよ眼下に広がる雲海。そこはまさに神々の遊ぶ庭のようう

登
山
家
で
あ
り
、
作
家
と
し
て
も
活
躍
し
た
深
田
久
弥
。「

　
登
山
家
で
あ
り
、
作
家
と
し
て
も
活
躍
し
た
深
田
久
弥
。「
百百

名
山
ブ
ー

名
山
ブ
ー
ムム
」」
の
火
付
け
役
と
な
っ
た
そ
の
著
書
「
日
本
百

の
火
付
け
役
と
な
っ
た
そ
の
著
書
「
日
本
百
名名

山山
」
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
北
海
道
の
山
は
９
座
。
そ
の
う

」
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
北
海
道
の
山
は
９
座
。
そ
の
う
ちち

「
大
雪

「
大
雪
山山
」」「「
ト
ム
ラ
ウ

ト
ム
ラ
ウ
シシ
」」「「
十
勝
岳
」
の
３
座
を
擁
し

十
勝
岳
」
の
３
座
を
擁
し
、、
原原

始
の
ま
ま
の
姿
を
今
な
お
色
濃
く
残

始
の
ま
ま
の
姿
を
今
な
お
色
濃
く
残
すす
大
雪
山
国
立
公
園
。

大
雪
山
国
立
公
園
。

そ
ん
な
私
た
ち
の
ま
ち
に
も
広
が
る
「
天
上
の
楽
園
」
が

　
そ
ん
な
私
た
ち
の
ま
ち
に
も
広
が
る
「
天
上
の
楽
園
」
が
国国

立
公
園
の
指
定
を
受
け
た
の

立
公
園
の
指
定
を
受
け
た
の
がが
昭
和
９
年

月
４
日
、

昭
和
９
年
　
月
４
日
、
今
年
で

今
年
で

1212

周
年
を
迎
え
ま
す

　
周
年
を
迎
え
ま
す
。。

8080

～神々の遊ぶ庭～神々の遊ぶ庭～～～神々の遊ぶ庭～

大雪山国立公大雪山国立公園園大雪山国立公園



大雪山国立公園内の主な山々
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ヒ
グ
マ
や
キ
タ
キ
ツ
ネ
、
エ
ゾ
シ
カ
な
ど
の

ほ
か
、
大
き
な
岩
が
積
み
重
な
っ
て
い
る
よ

う
な
岩
場
に
は
「
氷
河
期
の
生
き
残
り
」
と

さ
れ
「
生
き
た
化
石
」
と
も
い
わ
れ
る
ナ
キ

ウ
サ
ギ
、
大
雪
山
系
の
標
高
１
千
　
m
以
上

700

の
高
山
帯
だ
け
に
生
息
す
る
と
さ
れ
、
国
の

天
然
記
念
物
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
原
始
的

な
ア
ゲ
ハ
チ
ョ
ウ
の
仲
間
、
ウ
ス
バ
キ
チ
ョ

ウ
な
ど
貴
重
な
動
物
も
生
息
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
夏
に
は
「
高
山
植
物
の
女
王
」
と

も
呼
ば
れ
る
コ
マ
ク
サ
を
は
じ
め
と
し
た
多

種
多
様
の
高
山
植
物
が
一
斉
に
咲
き
乱
れ
、

色
と
り
ど
り
の
可
憐
な
花
が
目
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
る
、
ま
さ
に
自
然
の
宝
庫
。

　
四
季
折
々
、
刻
々
と
変
化
す
る
そ
の
表
情

は
見
る
者
を
飽
か
す
こ
と
な
く
、
山
岳
景
観

の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
は
訪
れ
る
者
を
圧
倒

し
、
魅
了
し
ま
す
。

　「
幾
度
も
立
留
っ
て
息
を
入
れ
な
が
ら
登

る
に
つ
れ
て
、
雄
大
な
景
色
が
 展
 け
て
く

ひ
ら

る
。
忠
別
川
を
距
て
て
向
う
に
伸
び
伸
び
と

「カムイミンタラ」。アイヌの人たちは大雪山のことをこう　「カムイミンタラ」。アイヌの人たちは大雪山のことをこう呼呼

びます。そして、その和訳として定着しているのが「神々のびます。そして、その和訳として定着しているのが「神々の遊遊

ぶ庭」。しかしぶ庭」。しかし、、本来は「本来は「ヒグマがいるところ、交尾する場所ヒグマがいるところ、交尾する場所」」

との意味であり、「危険だからむやみに近づいてはいけない」との意味であり、「危険だからむやみに近づいてはいけない」とと

の警告が含まれているといいますの警告が含まれているといいます。。

ときには激しく、ときにはすべてを包み込むように優しく　ときには激しく、ときにはすべてを包み込むように優しく、、

そしてときには近寄りがたいほどの荘厳さを見せる大雪そしてときには近寄りがたいほどの荘厳さを見せる大雪のの

山々。アイヌ語の訳としては本来の意味とは違うようですが山々。アイヌ語の訳としては本来の意味とは違うようですが、、

それはまさに「神々の遊ぶ庭」と呼ぶにふさわしい存在であそれはまさに「神々の遊ぶ庭」と呼ぶにふさわしい存在であるる

ことから、本特集のタイトルにはアイヌ語の訳としてではことから、本特集のタイトルにはアイヌ語の訳としてではなな

く、純粋な日本語の表現として使用させていただきましたく、純粋な日本語の表現として使用させていただきました。。

富士山に登って、山岳の高さを語れ富士山に登って、山岳の高さを語れ。。
大雪山に登って、山岳　　　　　　大雪山に登って、山岳のの大 大 さを語れ。さを語れ。

おおおおいい

～大町桂月～ 大町桂月 ～～
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山
は
実
に
天
上
の
神
苑
也
」

　
こ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る
「
大
雪
山
」
は
旭

岳
を
中
心
と
し
た
、
い
わ
ゆ
る
表
大
雪
の
こ

と
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
高
さ
は
２
千
ｍ
そ
こ

そ
こ
と
本
州
の
3
千
ｍ
級
の
山
に
比
べ
れ
ば

低
い
も
の
の
、
そ
の
圧
倒
的
な
存
在
感
と
雄

大
さ
は
、
桂
月
が
選
ん
だ
一
つ
一
つ
の
言
葉

に
凝
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　
そ
ん
な
大
雪
の
山
々
を
、
先
見
の
明
を

も
っ
て
国
立
公
園
化
に
奮
闘
し
た
人
が
い
ま

し
た
。
元
愛
別
村
長
の
太
田
龍
太
郎
で
す
。

　
熊
本
県
に
生
ま
れ
、
明
治
　
年
道
庁
に
入

31

庁
。
明
治
　
年
に
愛
別
村
長
と
な
っ
た
龍
太

43

郎
は
鉄
道
敷
設
の
た
め
、
ま
だ
世
に
知
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
石
狩
川
上
流（
現
在
の
上
川

町
、
当
時
は
愛
別
村
）を
踏
査
し
、
そ
の
景
観

の
素
晴
ら
し
さ
に
魅
せ
ら
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
当
時
の
北
海
道
で
は
拓
殖
奨
励

の
た
め
国
有
の
未
開
地
を
無
償
で
開
拓
民
に

払
い
下
げ
る
政
策
が
取
ら
れ
て
い
た
こ
と
か

ら
明
治
　
年
、
こ
の
優
れ
た
地
域
を
保
護
す

44

る
た
め
国
の
管
理
の
下
に
置
く
べ
き
と
の

「
石
狩
川
上
流
霊
域
保
護
国
立
公
園
経
営
の

件
」
と
し
て
逓
信
大
臣
兼
鉄
道
院
総
裁
に
嘆

願
し
ま
す
。

　「
 故
 に

ゆ
え

 未
 だ

い
ま

 私
人
 に
属
せ
ざ
る
の
地
域
た

し

じ

ん

る
を
 以
 て

も
っ

 彼
 の
約
一
〇
里
四
方
の
間
を
保
存

か

禁
伐
林
と
し
て
断
然
個
人
の
 有
 に
帰
せ
し
め

ゆ
う

ず
、 徐
々
 国
家
の
事
業
と
し
て
経
営
あ
ら
ん

じ
ょ
じ
ょ

事
を
切
望
 措
 く
よ

 能
 は
ず

あ
た

 若
 し
一
旦
民
有
に
帰

も

※磅 　     … 広くみちふさがるさま。広大で限りないさま
ほうはく

　「
富
士
山
に
登
っ
て
、
山
岳
の
高
さ
を
語

れ
。
大
雪
山
に
登
っ
て
、
山
岳
の
 大
 さ
を
語

お
お
い

れ
」（
山
の
旅
　
大
正
・
昭
和
篇
　
近
藤
信

行
編
　
２
０
０
３
年
　
岩
波
文
庫
）

　
こ
れ
は
、
明
治
か
ら
大
正
時
代
に
か
け
て

活
躍
し
た
文
士
、
大
町
桂
月
が
「
中
央
公

論
」（
大
正
　
年
8
月
号
）に
発
表
し
た
「
層

12

雲
峡
よ
り
大
雪
山
へ
」
と
題
し
た
紀
行
文
の

冒
頭
の
一
節
。
そ
し
て
、
こ
う
続
き
ま
す
。

　「
大
雪
山
は
北
海
の
中
央
に
磅
 　
    

（
※
）し

ほ
う
は
く

て
、
七
、
八
里
四
方
の
地
盤
を
占
め
頂
上
の

偉
大
な
る
こ
と
、
天
下
に
比
な
く
、
群
峰

 　
 っ
て
天
を
刺
し
、
旭
川
の
市
街
を
圧
す
」

あ
つ
ま

　
大
正
　
年
8
月
、
桂
月
は
当
時
未
踏
だ
っ

10

た
層
雲
峡
の
黒
岳
沢
を
遡
行
し
て
黒
岳
、
北

鎮
岳
、
白
雲
岳
、
旭
岳
に
登
頂
し
、
松
山
温

泉（
現
在
の
天
人
峡
温
泉
）に
下
山
。
そ
の
行

程
は
3
泊
4
日
に
及
び
ま
し
た
。

　「
層
雲
峡
」
の
名
付
け
親
で
あ
り
、
大
雪
山

系
に
あ
る
「
桂
月
岳
」
は
こ
の
大
町
桂
月
に

ち
な
ん
で
付
け
ら
れ
た
と
い
い
ま
す
。

　「
さ
て
も
大
雪
山
の
頂
上
の
広
き
こ
と
 哉
 。

か
な

南
の
凌
雲
岳
、
東
の
赤
岳
、
北
の
黒
岳
の
主

峰
な
ど
、
ほ
ん
の
少
し
ば
か
り
突
起
す
る
だ

け
に
て
、
見
渡
す
限
り
波
状
を
為
せ
る
平
原

 也
 。
そ
の
平
原
は
一
面
の
砂
石
に
し
て
、

な
り処

々
に
御
花
畑
あ
る
の
み
に
て
、
目
を
遮
る

も
の
な
き
の
み
な
ら
ず
、
足
を
遮
る
も
の
も

な
し
。
～
中
略
～
　
余
は
大
雪
山
に
登
り

て
、
先
ず
頂
上
の
偉
大
な
る
に
驚
き
、
次
ぎ

に
高
山
植
物
の
豊
富
な
る
に
驚
き
ぬ
。
大
雪

大
雪
山
に
魅
せ
ら
れ
た
男

大
雪
山
を
守
ろ
う
と
し
た

２
人
の
男
た
ち

拡
が
っ
た
高
根
ヶ
原
、
ま
る
で
山
上
の
大
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
よ
う
で
あ
る
。
見
お
ろ
す
と
、

樹
林
で
覆
わ
れ
た
広
い
平
、
そ
の
緑
の
間

に
、
小
さ
な
沼
が
幾
つ
も
光
っ
て
い
る
。
内

地
の
山
に
比
べ
て
途
方
も
な
く
ス
ケ
ー
ル
の

大
き
い
こ
と
を
、
こ
こ
に
来
て
初
め
て
登
山

者
は
感
得
す
る
。
～
中
略
～
　
北
鎮
を
下
っ

て
、
雲
ノ
平
を
横
切
っ
て
行
く
長
い
道
は
、

そ
の
長
さ
を
忘
れ
る
気
持
の
い
い
高
原
散
策

で
あ
っ
た
。
こ
う
い
う
大
き
な
原
が
大
雪
山

の
中
に
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
内
地
へ
持
っ
て

き
た
ら
、
そ
れ
一
つ
だ
け
で
も
自
慢
に
な
り

そ
う
な
高
原
が
、
あ
ち
こ
ち
に
無
造
作
に
投

げ
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
 贅
沢
 さ
、
こ
の
野

ぜ
い
た
く

方
図
さ
が
、
大
雪
山
の
魅
力
で
あ
る
」（
同

著
）

深田久弥が「山上の大グラウンド深田久弥が「山上の大グラウンド」」
と評した高根ヶと評した高根ヶ原原

沼ノ原から見るトムラウシ沼ノ原から見るトムラウシ山山（東大雪）（東大雪）

白雲岳から北海道の最高峰、旭岳を望白雲岳から北海道の最高峰、旭岳を望むむ（中央の一番高い山）（中央の一番高い山）
国立公園指定80周年記念特国立公園指定80周年記念特集集

大雪山国立公園　大雪山国立公園 ～神々の遊ぶ庭～～神々の遊ぶ庭～

国立公園指定80周年記念特集

大雪山国立公園　大雪山国立公園 ～神々の遊ぶ庭～



深田久弥が「山上の大グラウンド」

白雲岳から北海道の最高峰、旭岳を望む（中央の一番高い山）
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せ
し
め
 之
 を

こ
れ

 荒
廃
 せ
ば

こ
う
は
い

 仮
令
 幾
憶
万
円
を

た

と
い

 以
 

も
っ

て
す
る
も
 購
 う

あ
が
な

 可
 か
ら
ざ
る
は

べ

 勿
論
 な
り
と

も
ち
ろ
ん

す
」（
「
大
雪
山
国
立
公
園
」
生
み
の
親
　
太

田
龍
太
郎
の
生
涯
‐
復
刊
『
霊
山
碧
水
』‐
　

太
田
龍
太
郎
著
　
２
０
０
４
年
　
北
海
道
出

版
企
画
セ
ン
タ
ー
）

　
こ
れ
だ
け
の
大
自
然
を
民
有
地
に
し
て
ひ

と
た
び
荒
廃
さ
せ
て
し
ま
え
ば
、
い
く
ら
お

金
を
か
け
て
も
以
前
の
姿
を
取
り
戻
す
こ
と

は
で
き
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
国
が
保
護
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
龍
太
郎
の
熱
い
思
い
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
す
ぐ
に
は

検
討
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
昭
和
6
年
に
「
国
立
公
園
法
」
が
成
立
し

候
補
地
の
選
定
が
間
近
に
な
る
と
、
北
海
道

庁
で
は
「
北
海
道
ニ
於
ケ
ル
国
立
公
園
候
補

地
調
査
概
要
」
と
の
資
料
を
作
成
。
大
雪
山

は
阿
寒
、
登
別
、
大
沼
に
次
い
で
の
補
欠
候

補
と
な
り
ま
す
。
こ
の
と
き
に
想
定
さ
れ
て

い
た
範
囲
は
黒
岳
、
旭
岳
、
ト
ム
ラ
ウ
シ
山
、

十
勝
岳
、
石
狩
岳
を
結
ぶ
山
稜
一
帯
と
石
狩

川
上
流
に
層
雲
峡
、
松
山（
天
人
峡
）温
泉
、

吹
上
温
泉
な
ど
を
含
む
ほ
ぼ
上
川
管
内
だ
け

の
約
７
万
４
千
　
、
現
在
の
面
積
の
３
分
の

ha

１
ほ
ど
の
広
さ
で
、
ニ
ペ
ソ
ツ
山
や
然
別

湖
、
糠
平
温
泉
な
ど
の
十
勝
管
内
は
入
っ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
の
東
大
雪
一
帯
の
国
立
公
園
化
に
向
け

て
奔
走
し
た
人
物
が
い
ま
し
た
。
元
十
勝
毎

日
新
聞
社
長
、
林
豊
洲
。
彼
が
生
涯
を
か
け

て
こ
よ
な
く
愛
し
た
然
別
湖
畔
の
顕
彰
碑
に

は
こ
う
あ
り
ま
す

　「
大
正
八
年
十
月
、
十
勝
毎
日
新
聞
社
を

創
立
し
、
自
ら
健
筆
振
い
十
勝
の
産
業
文
化

の
振
興
発
展
と
観
光
開
発
に
大
き
く
貢
献
、

幾
多
の
業
績
を
残
し
て
昭
和
十
年
十
二
月
、

四
十
六
才
の
生
涯
を
閉
じ
た
。
～
中
略
～
　

昭
和
六
年
大
雪
山
国
立
公
園
指
定
の
議
が

起
っ
た
。
し
か
し
十
勝
側
に
存
る
然
別
湖
糠

平
等
は
計
画
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ

を
知
っ
た
豊
洲
は
、
病
 　
 を
押
し
編
入
を
強

く

く
主
張
し
続
け
た
結
果
、
昭
和
九
年
十
二
月

大
雪
山
国
立
公
園
の
正
式
指
定
に
成
功
し

た
。
こ
こ
に
林
豊
洲
の
偉
業
を
讃
え
て
顕
彰

す
る
」

　
太
田
龍
太
郎
の
嘆
願
か
ら
実
に
　
年
の
月

24

日
を
経
て
昭
和
９
年
、
熱
い
男
た
ち
の
思
い

い
を
乗
せ
、
国
有
地
　
％
、
公
有
地
　
％
、

96.9

3.1

私
有
地
が
全
く
な
い
「
大
雪
山
国
立
公
園
」

が
つ
い
に
誕
生
し
た
の
で
す
。

岩場でひょっこりと顔を出したナキウサ岩場でひょっこりと顔を出したナキウサギギ

強風に飛ばされないよ強風に飛ばされないようう
踏ん張るウスバキチョ　踏ん張るウスバキチョウウ

お食事中のシマリお食事中のシマリスス

「ん？」という顔のエゾシ「ん？」という顔のエゾシカカエサを探すヒグエサを探すヒグママ

エゾコザクエゾコザクララ

東大雪の秀峰 ニペソツ東大雪の秀峰　ニペソツ山山

高山植物の女王 コマク高山植物の女王　コマクササ

クモマユキノシクモマユキノシタタ

エゾタカネツメクエゾタカネツメクササ

イワブクイワブクロロ

手つかずの自然が今も残手つかずの自然が今も残るる
クワウンナイクワウンナイ川川

クワウンナイ川のオショロコクワウンナイ川のオショロコママ

時々、らべとんも出没します時々、らべとんも出没します！！

参考文献　大雪山国立公園指定50周年記念写真集「北海道大雪山」　大雪山
国立公園指定50周年記念事業推進協議会編集・発行　1984年
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大
雪
山
国
立
公
園
の
中
で
、
私
た

ち
上
富
良
野
町
民
に
と
っ
て
最
も
身

近
な
の
が
十
勝
岳
連
峰
。
北
か
ら
オ

プ
タ
テ
シ
ケ
山
、
ベ
ベ
ツ
岳
、
石
垣

山
、
美
瑛
富
士
、
美
瑛
岳
、
十
勝
岳
、

三
段
山
、
上
ホ
ロ
カ
メ
ッ
ト
ク
山
、

上
富
良
野
岳
、
三
峰
山
、
富
良
野
岳

が
ほ
ぼ
一
直
線
に
連
な
り
、
四
季
を

通
じ
て
美
し
く
威
風
堂
々
と
し
た
そ

の
た
た
ず
ま
い
は
、
皆
さ
ん
お
な
じ

み
の
光
景
だ
と
思
い
ま
す
。

　
大
雪
山
国
立
公
園
の
南
西
端
を
占

め
て
お
り
、
こ
の
う
ち
十
勝
岳
か
ら

富
良
野
岳
に
か
け
て
が
上
富
良
野
町

わたしたちのわたしたちの山山十勝岳連十勝岳連峰峰
眺めてよし、登ってよし眺めてよし、登ってよし！！

の
エ
リ
ア
で
す
。

　
富
良
野
岳
は
見
て
の
と
お
り
「
緑
」

の
山
。
登
山
道
は
緑
に
覆
わ
れ
、
山

頂
付
近
の
お
花
畑
に
は
チ
ン
グ
ル
マ

や
イ
ワ
ヒ
ゲ
な
ど
の
高
山
植
物
が
見

事
な
ま
で
に
咲
き
乱
れ
ま
す
。

　
北
に
向
か
い
、
上
ホ
ロ
カ
メ
ッ
ト

ク
か
ら
十
勝
岳
に
か
け
て
は
火
山
の

様
相
を
呈
し
て
き
ま
す
。
今
な
お
火

山
活
動
を
続
け
、
噴
煙
を
上
げ
る
十

勝
岳
の
火
口
群
。
緑
は
な
く
、
足
元

は
岩
と
砂
礫（
さ
れ
き
）に
変
わ
り
、

荒
涼
と
し
た
雰
囲
気
が
漂
い
ま
す
。

深
田
久
弥
は
「
日
本
百
名
山
」
に
こ

う
記
し
て
い
ま
す
。

　「
頂
上
に
近
づ
い
て
 暫
 く
急
な
登

し
ば
ら

り
が
続
く
が
、
や
が
て
大
き
な
岩
の

あ
る
絶
頂
へ
到
達
す
る
。
大
雪
山
の

旭
岳
、
ト
ム
ラ
ウ
シ
に
つ
ぐ
北
海
道

第
三
の
高
峰
で
あ
る
。
眺
望
の
 広
濶
 

こ
う
か
つ

（
※
）な
こ
と
は
申
す
ま
で
も
な
い
。

　
 遊
山
 的
登
山
で
飽
き
足
ら
ぬ
人

ゆ

さ

ん

は
、
そ
の
ま
ま
往
路
を
引
返
そ
う
と

は
し
な
い
だ
ろ
う
。 主
稜
 を
南
方

し
ゅ
り
ょ
う

へ
向
っ
て
馬
ノ
背
の
 痩
尾
根
 伝
い
に

や

せ

お

ね

上
ホ
ロ
カ
メ
ッ
ト
ク
、
更
に
富
良
野

岳
ま
で
足
を
伸
ば
す
か
、
あ
る
い
は

反
対
に
、
 鋸
 岳
を
経
て
美
瑛
岳
方

の
こ
ぎ
り

面
へ
行
き
た
く
な
る
だ
ろ
う
。
ど
ち

ら
の
道
を
辿
る
に
せ
よ
、
十
勝
は
生

き
て
い
る
火
山
と
い
う
強
い
印
象
を

与
え
ら
れ
る
。
火
口
壁
の
 残
骸
 の
ボ

ざ
ん
が
い

ロ
ボ
ロ
の
岩
尾
根
や
、
一
木
一
草
も

な
い
黒
ず
ん
だ
 砂
礫
 の
ザ
ク
ザ
ク
し

さ

れ

き

た
斜
面
や
、
噴
火
の
猛
威
の
あ
と
が

ま
だ
な
ま
な
ま
し
く
残
っ
て
い
る
」

　
雲
に
隠
れ
て
い
な
い
限
り
、
い
つ

も
目
に
し
て
い
る
十
勝
岳
連
峰
。
ふ

も
と
か
ら
眺
め
て
も
素
晴
ら
し
い
山

並
み
で
す
が
、
登
っ
て
み
る
と
ま
た

違
う
景
色
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
一
度
「
眺
め
て
よ
し
、
登
っ

て
よ
し
」
の
私
た
ち
の
山
に
登
っ
て

み
ま
せ
ん
か
？
　
今
の
季
節
、
厳
し

い
環
境
を
生
き
抜
き
、
短
い
夏
を
精

一
杯
謳
歌（
お
う
か
）す
る
よ
う
に
咲

き
誇
る
高
山
植
物
も
見
ご
ろ
を
迎
え

ま
す
。
新
た
な
上
富
良
野
の
魅
力
発

見
、
間
違
い
な
し
で
す
　!!

　
た
だ
最
近
、
軽
装
の
登
山
者
を
よ

く
見
か
け
ま
す
。
山
の
上
で
は
、
天

候
が
ふ
も
と
と
は
全
く
違
う
こ
と
が

よ
く
あ
り
ま
す
。
雨
具
や
防
寒
具
を

必
ず
携
行
す
る
な
ど
、
十
分
な
装
備

で
登
山
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
ね
！ 美瑛岳周辺のお花畑もきれいですよ美瑛岳周辺のお花畑もきれいですよ♪♪

富良野岳から大雪山系の山を一望す富良野岳から大雪山系の山を一望するる

十勝十勝岳岳（2,077ｍ（2,077ｍ））
上ホロカメットク上ホロカメットク山山（1,920ｍ）（1,920ｍ）

富良野岳（1,912ｍ富良野岳（1,912ｍ））

上富良野岳上富良野岳((1、893ｍ1、893ｍ））

三峰三峰山山（（1,866ｍ1,866ｍ））

国立公園指定80周年記念特国立公園指定80周年記念特集集

大雪山国立公園　大雪山国立公園 ～神々の遊ぶ庭～～神々の遊ぶ庭～

国立公園指定80周年記念特集

大雪山国立公園　大雪山国立公園 ～神々の遊ぶ庭～

私も山は

　大好きよ
而

三段三段山山（（1,748ｍ1,748ｍ））



十勝岳（2,077ｍ）

国立公国立公園園をを守守るる人人たちたち
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オプタテシケオプタテシケ山山（2,013ｍ（2,013ｍ））

美瑛富美瑛富士士（1,888ｍ（1,888ｍ）） 美瑛美瑛岳岳（2,052ｍ（2,052ｍ））ベベツベベツ岳岳（1（1,86,8600ｍ）ｍ）

　
山
に
人
が
入
れ
ば
登

山
道
が
荒
れ
ま
す
。
荒

れ
た
登
山
道
に
大
雨
が

降
る
と
水
の
道
が
で

き
、
土
砂
が
流
さ
れ
て

え
ぐ
れ
、
さ
ら
に
荒
廃

が
進
み
ま
す
。
そ
ん
な

個
所
に
木
の
階
段
を
設

置
し
た
り
、
登
山
者
が

登
山
道
か
ら
外
れ
て
高

山
植
物
が
踏
み
荒
ら
す

こ
と
が
な
い
よ
う
ロ
ー

プ
を
張
っ
た
り
木
道
を

渡
す
な
ど
、
国
立
公
園

の
自
然
環
境
を
守
っ
て
い
る
の
が
こ

の
2
つ
の
団
体
で
す
。

　
ほ
か
に
も
、
入
山
者
が
安
全
に
登

山
で
き
る
よ
う
案
内
標
識
の
設
置
や

登
山
ル
ー
ト
を
示
す
ペ
イ
ン
ト
、
標

識
テ
ー
プ
を
付
け
る
な
ど
の
作
業
や

サ
サ
刈
り
、
老
朽
化
し
て
い
る
上
ホ

ロ
カ
メ
ッ
ト
ク
山
に
あ
る
避
難
小
屋

の
ド
ア
や
屋
根
、
壁
な
ど
の
補
修
を

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
先
日
は
、
落
雷
で
バ
ラ
バ
ラ
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
上
ホ
ロ
カ
メ
ッ
ト

ク
山
の
山
頂
標
識
を
、
山
岳
会
員
が

手
づ
く
り
し
、
山
の
名
前
と
標
高
が

書
か
れ
た
鋳
物
の
銘
板
が
つ
い
た

　
　
を
超
え
る
木
の
柱
を
背
負
子

３０
kg

（
し
ょ
い
こ
）に
く
く
り
つ
け
、
警
備

隊
員
と
交
代
し
な
が
ら
山
頂
ま
で
担

ぎ
上
げ
て
設
置
。
周
囲
の
登
山
者
か

ら
は
「
あ
り
が
と
う
」「
ご
苦
労
さ

ま
」
と
、
ね
ぎ
ら
い
と
感
謝
の
声
が

掛
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　「
山
が
好
き
だ
か
ら
、
山
を
守
り

た
い
。
そ
し
て
、
同
じ
く
山
を
愛
す

る
人
た
ち
の
命
を
守
り
た
い
」

　
急
斜
面
で
丸
太
を
担
ぎ
上
げ
る
姿

か
ら
、
そ
ん
な
言
葉
が
伝
わ
っ
て
来

る
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

長さ約２ｍ、重さ30㎏ を超える山頂標
識を担ぎ上げる山岳会員と警備隊員

山頂に居合わせた登山者は、新標識の
設置という珍しい瞬間を携帯でパチリ

　
セ
イ
ヨ
ウ
オ
オ
マ
ル

ハ
ナ
バ
チ
、
ウ
チ
ダ
ザ

リ
ガ
ニ
、
オ
オ
ハ
ン
ゴ

ン
ソ
ウ
と
い
っ
た
外
来

生
物
の
駆
除
を
は
じ

め
、
登
山
道
や
野
営
地

な
ど
の
ロ
ー
プ
張
り
や

清
掃
活
動
、
高
山
蝶
保

護
パ
ト
ロ
ー
ル
、
一
般

利
用
者
へ
の
自
然
解
説

や
情
報
提
供
の
ほ
か
、

公
園
内
の
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
乗
り
入

れ
規
制
区
域
の
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
６
月
　
日（
日
）に
は
町
内
の
富
良

29

野
岳
周
辺
の
登
山
道
を
中
心
に
、
高

山
蝶
保
護
重
点
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
。
緑
の
腕
章
を
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
、
ウ
ス
バ
キ
チ
ョ
ウ
な
ど
希
少

な
高
山
蝶
を
誤
っ
て
捕
獲
し
な
い
よ

う
、
登
山
者
に
声
を
掛
け
な
が
ら
巡

回
し
ま
し
た
。

上富良野町十勝岳山岳上富良野町十勝岳山岳会会
上富良野十勝岳山岳救助警備上富良野十勝岳山岳救助警備隊隊

大雪山国立公大雪山国立公園園
パークボランティパークボランティアア

自然保護監視自然保護監視員員

　
希
少
な
動
植
物
の
生
息

状
況
や
生
息
地
な
ど
の
確

認
・
調
査
、
高
山
植
物
の

盗
掘
防
止
の
た
め
公
園
内

を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
、
環
境

保
全
に
努
め
る
の
が
自
然

保
護
監
視
員
の
役
割
。

　
6
月
　
日（
土
）に
は
富

28

良
野
岳
、
上
ホ
ロ
カ
メ
ッ

ト
ク
山
周
辺
の
登
山
道

で
、
高
山
植
物
保
護
を
呼
び
掛
け
る

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配
り
な
が
ら
監
視

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
公
園
内
で
は
登
山
道
か
ら
外
れ
て

歩
い
て
高
山
植
物
を
傷
つ
け
た
り
、

根
こ
そ
ぎ
掘
っ
て
持
ち
帰
る
人
が
後

を
絶
た
な
い
と
い
い
ま
す
。
高
山
植

物
は
一
度
傷
つ
け
ら
れ
る
と
、
元
の

状
態
に
戻
る
の
に
非
常
に
長
い
年
月

が
か
か
り
ま
す
。
美
し
い
花
、
希
少

な
生
き
物
を
守
る
地
道
な
活
動
は
こ

れ
か
ら
も
続
き
ま
す
。

盗掘防止のリーフレットを配るのぼりを立てて登山者に啓発

石垣石垣山山（1（1,82,8222ｍ）ｍ）
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大雪山国立公園指定８０周大雪山国立公園指定８０周年年

第３６回大雪山国立公第３６回大雪山国立公園園

十勝岳山開十勝岳山開きき

国立公園指定80周年記念特国立公園指定80周年記念特集集

大雪山国立公園　大雪山国立公園 ～神々の遊ぶ庭～～神々の遊ぶ庭～

国立公園指定80周年記念特集

大雪山国立公園　大雪山国立公園 ～神々の遊ぶ庭～

　
６
月
　
日（
日
）、
第
　
回
目
と
な
る
大
雪

１５

３６

山
国
立
公
園
　
十
勝
岳
山
開
き
が
十
勝
岳
温

泉
駐
車
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
山
開
き
は
ま
ず
、
早
朝
に
神
社
で
お
は
ら

い
を
受
け
た
お
札
を
、
役
場
陸
上
部
が
会
場

ま
で
リ
レ
ー
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　
リ
レ
ー
は
第
１
回
目
か
ら
続
く
恒
例
行

事
。
か
つ
て
は
約
　
　
　
区
間
を
　
人
で
リ

20
km
１０

１０

レ
ー
し
て
い
ま
し
た
が
、
高
齢
化
の
波
は
同

部
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
く
、
若
手
部
員

の
減
少
に
よ
り
、
傾
斜
が
き
つ
く
な
る
区
間

は
複
数
人
で
小
刻
み
に
つ
な
げ
る
と
い
う

ち
ょ
っ
と
ば
か
り
寂
し
い
（
　
）事
態
に
も
め

!?

げ
ず
に
、
頑
張
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
お
札
が
無
事
到
着
す
る
と
安
全
祈
願
祭
。

到
着
し
た
お
札
は
祭
ら
れ
、
十
勝
岳
の
鎮
静

と
十
勝
岳
連
峰
登
山
の
安
全
を
参
列
者
全
員

で
祈
り
ま
す
。
そ
し
て
、
山
の
安
全
へ
の
願

い
を
込
め
た
安
政
太
鼓
が
力
強
く
鳴
り
響
く

中
、
い
よ
い
よ
記
念
登
山
が
ス
タ
ー
ト
。

　
今
年
は
十
勝
岳
本
峰
コ
ー
ス
　
人
、
富
良

24

野
岳
コ
ー
ス
　
人
、
上
富
良
野
岳
コ
ー
ス
　

35

29

人
、
安
政
火
口
コ
ー
ス
４
人
の
計
　
人
が
参

92

加
。
あ
い
に
く
の
天
候
で
、
風
は
そ
れ
ほ
ど

で
は
な
い
も
の
の
、
あ
る
程
度
の
高
さ
ま
で

上
が
る
と
ガ
ス
の
中
…
。
霧
雨
に
当
た
り
な

が
ら
の
山
行
と
な
り
ま
し
た
が
、
十
勝
岳
本

峰
コ
ー
ス
で
は
、
こ
の
日
最
初
の
頂
上
と
な

る
上
富
良
野
岳
の
ピ
ー
ク
に
立
っ
た
参
加
者

か
ら
は
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
、「
気
持
ち
い
い

ね
ぇ
～
」
と
の
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
上
ホ
ロ
カ
メ
ッ
ト
ク
山
～
十
勝

岳
の
間
も
ず
っ
と
ガ
ス
が
途
切
れ
ず
、
辺
り

は
真
っ
白
。
景
色
が
ほ
と
ん
ど
見
え
な
い

中
、
　
時
　
分
ご
ろ
全
員
無
事
に
十
勝
岳
山

12

30

頂
に
到
着
。
山
頂
で
は
望
岳
台
か
ら
登
っ
て

き
た
美
瑛
山
岳
会
と
毎
年
恒
例
の
「
斧（
お

の
）の
交
換
」
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
白
い
ガ
ス
を
眺
め
な
が
ら
ち
ょ
っ
と
残
念

な
昼
食
を
取
っ
た
後
、
全
員
で
記
念
撮
影
し

て
下
山
を
開
始
。
中
腹
ま
で
下
り
て
く
る

と
、
次
第
に
ガ
ス
だ
っ
た
の
が
本
格
的
な
雨

粒
に
…
。
こ
の
日
の
ゴ
ー
ル
、
白
銀
荘
に
は

　
時
　
分
に
到
着
と
な
り
ま
し
た
。

15

35

　
こ
の
日
も
道
内
は
も
と
よ
り
、
本
州
か
ら

の
参
加
も
あ
り
、
８
年
連
続
で
本
峰
コ
ー
ス

に
参
加
し
て
い
る
福
岡
県
の
男
性
は
「
十
勝

岳
の
山
頂
か
ら
の
景
色
は
雄
大
。
高
山
植
物

も
豊
富
で
、
雪
渓
歩
き
な
ど
九
州
の
山
に
は

な
い
魅
力
が
あ
り
ま
す
。
回
数
を
重
ね
る
ご

と
に
ほ
か
の
参
加
者
と
も
知
り
合
い
に
な

り
、
毎
年
会
う
の
も
楽
し
み
。
私
の
中
で
は

も
う
恒
例
行
事
に
な
っ
て
い
ま
す
」。

　
ま
た
、
今
回
が
３
回
目
と
い
う
札
幌
市
の

男
性
は
「
こ
の
山
開
き
は
自
分
に
と
っ
て
儀

式
み
た
い
な
も
の
。
こ
れ
に
参
加
し
て
、
私

の
山
の
１
年
が
始
ま
る
。
で
も
、
そ
の
前
に

も
う
登
っ
ち
ゃ
っ
て
る
ん
だ
け
ど
ね
」
と
笑

顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
毎
年
、
た
く
さ
ん
の
参
加
が
あ
る
十
勝
岳

山
開
き
。
山
へ
の
想
い
は
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
て

も
「
山
に
登
る
」
と
い
う
目
的
に
向
か
っ
て

と
も
に
歩
を
進
め
る
と
い
う
醍
醐
味（
だ
い

ご
み
）が
、
そ
こ
に
は
あ
る
よ
う
で
し
た
。

十勝岳の頂上で記念撮十勝岳の頂上で記念撮影影（（ ô̂)/ô̂)/

十勝岳へと続く稜十勝岳へと続く稜線線 斧の交斧の交換換

上富良野岳の急上富良野岳の急登登
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かみふらかみふらのの
十勝岳ヒルクライ十勝岳ヒルクライムム

20120144
　
７
月
６
日（
日
）に
行
わ
れ
た
「
か
み
ふ
ら

の
十
勝
岳
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
」。
日
の
出
公
園

か
ら
十
勝
岳
温
泉
駐
車
場
ま
で
を
自
転
車
で

一
気
に
駆
け
上
が
る
全
長
　
　
、
標
高
差
１

20
km

千
　
m（
パ
レ
ー
ド
走
行
含
む
）、
道
内
で
は

50
最
大
標
高
で
の
レ
ー
ス
で
今
回
が
初
開
催
。

十
勝
岳
連
峰
を
擁
し
、
標
高
の
高
い
場
所
ま

で
道
路
が
延
び
る
地
の
利
を
生
か
し
た
上
富

良
野
な
ら
で
は
イ
ベ
ン
ト
と
い
え
ま
す
。

　
計
測
区
間
内（
チ
ェ
ー
ン
脱
着
場
～
ゴ
ー

ル
の
　
　
）の
タ
イ
ム
を
競
う
た
め
、
自
分

10
km

が
い
る
位
置
＝
順
位
で
は
な
い
の
が
こ
の
競

技
の
特
徴
。
前
日
の
初
心
者
講
習
会
で
は

「
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
は
自
分
と
の
闘
い
。
周
り

本大会の仕掛け本大会の仕掛け人人
十勝岳サイクリングクラ　十勝岳サイクリングクラブブ
荒田政一会長に聞きまし　　荒田政一会長に聞きましたた

　「
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
に
乗
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ろ
い
ろ
情

報
を
得
る
う
ち
に
各
地
で
自

転
車
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ

て
い
る
の
を
知
り
、
上
富
良

野
は
決
し
て
ほ
か
の
地
域
に

は
負
け
て
な
い
な
と
…
。
景

色
も
良
く
、
自
転
車
に
乗
る

に
は
素
晴
ら
し
い
場
所
だ
と

思
い
ま
す
」

　
フ
ァ
ン
ラ
イ
ド
と
呼
ば
れ

る
誰
で
も
参
加
で
き
て
、
楽

し
み
な
が
ら
走
る
イ
ベ
ン
ト

で
は
な
く
、
あ
え
て
競
技
性
の
あ
る
ヒ
ル
ク

ラ
イ
ム
に
し
た
の
は
「
こ
の
地
域
の
象
徴
的

の
ペ
ー
ス
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
自
分
の
ペ
ー
ス

で
」
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

　
男
性
　
人
、
女
性
　
人
の
計
　
人
が
エ
ン

205

17

222

ト
リ
ー
し
、
こ
の
日
の
最
速
タ
イ
ム
は
　
分
35

　
秒
。
レ
ー
ス
後
の
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
パ
ー

38テ
ィ
ー
で
は
米
、
野
菜
、
肉
、
果
物
す
べ
て

が
上
富
良
野
産
　
％
の
昼
食
が
振
る
舞
わ

100

れ
、
皆
さ
ん
「
お
い
し
い
」
と
大
好
評
！

　
参
加
者
か
ら
は
「
山
を
ち
ら
ち
ら
と
見
な

が
ら
登
れ
る
の
が
良
か
っ
た
。
と
は
言
っ
て

も
、
き
つ
く
て
ほ
と
ん
ど
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
ば

か
り
見
て
ま
し
た
け
ど（
笑
）。
で
も
、
ゴ
ー

ル
後
に
広
が
る
景
色
は
本
当
に
素
晴
ら
し

か
っ
た
」
と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

な
イ
ベ
ン
ト
に
し
た
か
っ
た
」
か
ら
。

　「
標
高
差
と
し
て
は
北
海
道
最
大
、
ラ
ベ

ン
ダ
ー
ロ
ー
ド
と
呼
ば
れ
る
道
道
吹
上
上
富

良
野
線
で
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
香
り
を
感
じ
な
が

ら
走
れ
る
と
い
う
喜
び
も
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
最
大
の
売
り
は
、
ゴ
ー
ル
が
手
つ
か
ず
の

自
然
が
残
っ
て
い
る
国
立
公
園
と
い
う
こ

と
。
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
は
上
に
行
く
に
つ
れ
て

き
つ
く
な
る
競
技
で
す
が
、
こ
こ
で
は
上
に

行
け
ば
行
く
ほ
ど
空
気
が
い
い
せ
い
か
、
何

だ
か
元
気
が
出
て
く
る
ん
で
す
」

　「
自
転
車
に
は
ほ
と
ん
ど
の
人
が
乗
っ
た

こ
と
が
あ
る
は
ず
。
で
も
、
ロ
ー
ド
バ
イ
ク

の
感
覚
は
ち
ょ
っ
と
別
物
。
ス
ピ
ー
ド
を
簡

単
に
出
せ
ま
す
し
、『
ジ
ョ
ギ
ン
グ
に
挫
折

し
た
』
と
い
う
方
で
も
無
理
な
く
始
め
ら
れ

ま
す
。
健
康
に
も
最
適
。
私
が
勧
め
て
始
め

た
人
は
数
十
人
い
ま
す
が
、
や
め
た
と
い
う

人
は
い
ま
せ
ん
。
玄
関
を
開
け
れ
ば
そ
こ
が

最
高
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
だ
な
ん
て
い

う
状
況
は
、
こ
こ
上
富
良
野
の
特
権
！
　
こ

の
イ
ベ
ン
ト
を
機
に
、
も
っ
と
自
転
車
に
乗

る
人
が
増
え
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
」

問合せ　産業振興課商工観光班　拶盈6983

延々と続く登延々と続く登りり
安田大サーカス安田大サーカスのの
安田団長も参　　安田団長も参加加

ゴールの瞬間にはゴールの瞬間には……

フィニッシュパーティフィニッシュパーティーー



　国立公園内の３つのビジターセンターと温泉街でス

タンプをゲットしよう！　ビジターセンターの３つは

必須。あとは、温泉街のスタンプの数で挑戦できるス

テージが変わります。

　　    ＋＋ 温泉街２２か所

　　　　　　　→→ もれなくオリジナル手ぬぐいもれなくオリジナル手ぬぐい！！

　　    ＋＋ 温泉街４４か所

　　　　　　　→→ 抽選で特産品セット抽選で特産品セット！！

　　    ＋＋ 温泉街６６か所

　　　　　　　→→ 抽選で宿泊券や食事券など抽選で宿泊券や食事券など！！

広報かみふらの ２０１４.7　我

スタンプラリーに参加して
スタンプラリーに参加して、、素敵な商品をゲットしよう
　素敵な商品をゲットしよう！！

試１つの温泉街につき１つのスタンプのみ有効です

試スタンプが集まったら、ビジターセンターのスタッ

フにお渡しください

♪ オリジナル手ぬぐいデザイン ♪

　
大
雪
山
国
立
公
園
は
山
だ
け
じ
ゃ

あ
り
ま
せ
ん
。
山
と
い
え
ば
「
温

泉
」！
　
と
い
う
こ
と
で
、
６
つ
の

火
山
群
を
有
す
る
国
立
公
園
内
に
は

私
た
ち
の
十
勝
岳
温
泉
郷
を
は
じ

め
、
層
雲
峡
や
天
人
峡
な
ど
た
く
さ

ん
の
温
泉
が
あ
り
、
国
立
公
園
の
魅

力
や
情
報
を
お
伝
え
す
る
３
つ
の
ビ

ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
今
年
は
大
雪
山
国
立
公
園

指
定
　
周
年
を
記
念
し
て
、
国
立
公

80

園
内
の
３
つ
の
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

と
温
泉
街
を
巡
り
ス
タ
ン
プ
を
集
め

る
と
、
素
敵
な
賞
品
が
ゲ
ッ
ト
で
き

ち
ゃ
う
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
が
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。
開
催
期
間
が
長
い
の

で
の
ん
び
り
と
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
季
節
の
大
雪
を
楽

し
む
に
は
も
っ
て
こ
い
！

　
こ
の
機
会
に
、
大
雪
の
魅
力
に
触

れ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
？

大雪山国立公園マッ大雪山国立公園マッププ
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 十勝岳温泉
湯元 凌雲閣
ヒュッテ バーデンかみふらの
カミホロ荘
吹上温泉保養センター白銀荘

 旭岳温泉
旭岳万世閣ホテルベアモンテ
大雪山白樺荘
ロッジ ヌタプカウシペ
湯元 湯駒荘

 天人峡温泉
御やど しきしま荘
天人閣

 白金温泉
白金観光センター

 愛山渓温泉
愛山渓倶楽部

 高原温泉
大雪高原山荘

 層雲峡温泉
黒岳の湯
層雲閣グランドホテル
ホテル大雪
層雲峡観光ホテル
層雲峡朝陽亭
朝陽リゾートホテル
マウントビューホテル
湯元 銀泉閣

 ぬかびら源泉郷
元祖 湯元館
糠平温泉ホテル
糠平舘観光ホテル
糠平温泉 中村屋
山の旅籠 山湖荘
東大雪ぬかびらユースホステル
温泉ペンション 森のふくろう

 然別湖畔温泉
ホテル風水
しかりべつ湖 ホテル福原

 トムラウシ温泉
国民宿舎 東大雪荘

オソウシ温泉
鹿乃湯荘

問合せ　環境省 東川自然保護官事務所（岸田・渡邉）

　　　　　　　　　　　　　　　　拶0166‐82‐2527

  ビジターセンター

 ひがし大雪自然館
 旭岳ビジターセンター
 層雲峡ビジターセンター

スタンプがもらえる温泉街と施 スタンプがもらえる温泉街と施設設

いつもと違うでしょ？

　
　
　
　
　
３
か
所

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
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やっぱやっぱりり今日今日もも
あした あしたもも
あさって  あさってもも ここののややままがが

好きだか好きだからら

　「
救
助
の
た
め
ヘ
リ
で
上
ホ
ロ
カ
メ
ッ
ト

ク
に
上
げ
て
も
ら
っ
た
も
の
の
遭
難
者
は
見

つ
か
ら
ず
、
そ
の
う
ち
も
の
す
ご
い
猛
吹
雪

に
な
っ
て
、
風
で
テ
ン
ト
が
張
れ
ず
に
　
人
10

く
ら
い
で
雪
洞
を
掘
っ
て
ビ
バ
ー
ク
。
次
の

日
、
遭
難
者
が
無
事
下
山
し
た
と
い
う
連
絡

が
あ
り
、
自
分
た
ち
も
下
り
よ
う
と
し
た
と

こ
ろ
、
強
風
で
下
山
で
き
な
い
。
結
局
、
反

対
側
に
少
し
下
っ
た
と
こ
ろ
に
テ
ン
ト
を

張
っ
て
…
。
持
っ
て
い
た
食
料
も
尽
き
、
下

り
る
つ
も
り
で
『
後
で
登
り
に
来
た
と
き
の

た
め
に
』
と
雪
洞
に
置
い
て
き
た
ジ
ン
ギ
ス

カ
ン
を
猛
吹
雪
の
中
取
り
に
行
き
、
最
後
は

燃
料
が
足
り
ず
半
生
で
食
べ
ま
し
た
」

　「
自
己
責
任
」。
危
険
な
こ
と
を
承
知
の
う

え
で
足
を
踏
み
入
れ
た
人
た
ち
に
、
こ
ん
な

言
葉
が
向
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
富
樫
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

　「
救
助
隊
員
は
使
命
感
か
ら
救
助
に
向
か

い
ま
す
。
で
も
、
何
よ
り
大
き
い
の
は
や
っ

ぱ
り
『
山
の
仲
間
』
だ
か
ら
…
。
で
き
る
こ

と
な
ら
助
か
っ
て
ほ
し
い
、
そ
ん
な
気
持
ち

で
私
た
ち
は
や
っ
て
き
た
し
、
今
も
み
ん
な

同
じ
気
持
ち
で
や
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
」

　
過
去
に
自
ら
も
雪
崩
に
流
さ
れ
、
幸
い
埋

ま
ら
な
か
っ
た
た
め
無
事
だ
っ
た
と
い
う
経

験
も
。
そ
れ
で
も
山
に
登
る
の
は
「
や
っ
ぱ

り
好
き
な
ん
で
し
ょ
う
ね（
笑
）」
。

　
大
雪
山
系
で
「
こ
こ
は
！
」
と
い
う
場
所

を
尋
ね
る
と
「
し
ば
ら
く
行
っ
て
な
い
か
ら

あ
の
山
に
行
っ
て
み
よ
う
と
か
、
今
ご
ろ
は

あ
の
花
が
咲
い
て
い
る
か
ら
こ
こ
に
行
こ
う

と
か
そ
ん
な
感
じ
で
す
の
で
、『
い
い
』
と

い
っ
た
ら
全
部
が
い
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ

ち
ゃ
う
ん
で
し
ょ
う
か
ね
、
困
っ
た
も
ん
で

（
笑
）。
で
も
好
き
な
の
は
富
良
野
岳
か
な
。

花
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
き
れ
い
だ
し
、
遠
く

日
高
山
脈
か
ら
旭
岳
ま
で
見
え
ま
す
」。

　
富
士
山
を
は
じ
め
本
州
の
山
々
も
登
っ
て

き
た
富
樫
さ
ん
。
最
後
に
、
大
雪
の
山
々
の

魅
力
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

　「
北
ア
ル
プ
ス
や
南
ア
ル
プ
ス
な
ど
は
高

さ
が
あ
っ
て
確
か
に
大
き
い
。
で
も
、
広

さ
っ
て
い
う
か
雄
大
さ
は
、
こ
こ
の
山
の
大

き
な
特
徴
だ
と
思
い
ま
す
。
旭
岳
か
ら
富
良

野
岳
ま
で
縦
走
す
る
に
は
４
～
５
日
は
か
か

る
。
い
く
つ
も
の
ま
ち
に
ま
た
が
る
そ
の
端

か
ら
端
ま
で
を
ぐ
る
り
と
見
渡
せ
る
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
は
、
ほ
か
に
は
な
い
で
し
ょ
う
」

　「
本
州
の
山
小
屋
は
よ
く
整
備
さ
れ
、
ご

飯
も
出
て
く
る
し
ビ
ー
ル
も
買
え
る
。
黒
岳

の
石
室
は
別
に
し
て
、
北
海
道
に
は
そ
ん
な

山
小
屋
は
な
い
。
す
べ
て
を
自
分
で
背
負
っ

て
上
が
る
し
か
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
も
北

海
道
の
山
の
魅
力
な
ん
だ
と
思
う
ん
で
す
」

　「
昔
は
道
路
が
悪
か
っ
た
の
で
、
高
校
生

の
こ
ろ
は
自
転
車
で
中
茶
屋
ま
で
行
っ
て
。

後
は
歩
い
て
山
に
登
っ
て
、
テ
ン
ト
を
張
っ

て
泊
ま
っ
た
り
し
ま
し
た
ね
。
あ
と
、
富
良

野
の
山
部
ま
で
列
車
で
行
っ
て
、
そ
こ
か
ら

ト
コ
ト
コ
歩
い
て
芦
別
岳
に
登
っ
た
り
…
」

　「
山
」
に
目
覚
め
た
高
校
生
の
富
樫
少
年

は
、
週
末
に
な
る
と
ど
こ
か
の
山
へ
。

　「
山
岳
部
で
十
勝
岳
か
ら
旭
岳
に
縦
走
し

た
と
き
、
美
瑛
富
士
を
過
ぎ
て
ベ
ベ
ツ
岳
の

と
こ
ろ
で
ク
マ
に
初
め
て
遭
い
ま
し
た
。
遠

く
を
歩
い
て
い
る
の
を
見
た
り
、（
ク
マ
の
）

匂
い
が
す
る
と
か
、
毛
や
糞
が
落
ち
て
い
る

な
ん
て
こ
と
は
当
た
り
前
。
こ
の
辺
の
山
に

は
絶
対
い
ま
す
か
ら
、
ワ
ハ
ハ
ハ
」

　
ク
マ
の
話
を
し
な
が
ら
笑
う
姿
に
、
大
雪

の
山
を
知
り
尽
く
し
た
山
男
の
風
格
が
漂
い

ま
す
。
そ
ん
な
富
樫
さ
ん
に
も
忘
れ
ら
れ
な

い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
。

問
合
せ
　
町
民
生
活
課
自
治
推
進
班
　
拶
盈
6
9
8
5

黒岳から富良野岳まで縦走した2004年
忠別岳頂上にて山仲間と（右から3人目）

とがし・けんいち　1942年、上富良野町生まれ。

　小学2年のときに初めて十勝岳に登り、富良野高校では山岳部に

所属。十勝岳～旭岳のほか、日高山脈の戸蔦別岳～七ツ沼カール

～幌尻岳を6日間かけて縦走するなど本格的登山を始める。1964

年に上富良野町消防本部（現富良野広域連合上富良野消防署）に就

職し、2002年に退職。06年から10年まで上富良野十勝岳山岳救助

警備隊隊長、13年からは9代目の山岳会会長を務める生粋の山男。

上上富富良良野野町町十十勝勝岳岳山山岳岳会会

会会 長長 富富 樫樫 賢賢 一一 ささんん

大雪山国立公園指定80周年記念として今回は大雪山国立公園指定80周年記念として今回は……
旨旨

いつもと違うでしょ

いつもと違うでしょ？？
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後
期
高
齢
者
医
療
制

後
期
高
齢
者
医
療
制
度度

　
被
保
険
者
証（
保
険
証
）
を

　
　
一
斉
更
新
し
ま
す
！

入
院
し
た
と
き
の
食
事
代
と
居
住
費

問
合
せ
　

　
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
〒
０
６
０
‐
０
０
６
２

　
　
札
幌
市
中
央
区
南
２
条
西
　
丁
目

１４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
保
会
館
６
階
　

　
　
　
拶
０
１
１
‐
２
９
０
‐
５
６
０
１

　
町
民
生
活
課
総
合
窓
口
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
拶
盈
６
９
８
５

　
現
在
ご
使
用
の
減
額
認
定
証
の
有
効
期
限

も
７
月
　
日
ま
で
の
た
め
、
８
月
以
降
は
使

３１

用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
引
き
続
き
対
象
と

な
る
方
に
は
、
７
月
中
旬
に
保
険
証
と
一
緒

に
送
付
し
ま
す
。
８
月
１
日
か
ら
は
、
お
持

ち
の
水
色
の
減
額
認
定
証
を
破
棄
し
、
新
し

い
黄
色
の
も
の
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。　

恭
有
効
期
限
は
保
険
証
と
同
じ
で
す

恭
新
た
に
必
要
な
方
は
、
次
の
交
付
要
件
に

該
当
す
る
こ
と
を
電
話
な
ど
で
確
認
し
、

下
記
ま
で
印
鑑
を
お
持
ち
の
う
え
申
請
し

て
く
だ
さ
い

恭
減
額
認
定
証
を
申
請
し
た
月
よ
り
さ
か
の

ぼ
っ
て
の
減
額
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
忘

れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い

減
額
認
定
証
の
交
付
対
象

区
分
英
　
世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

煙
世
帯
全
員
の
所
得
が
０
円
の
方（
公
的
年

金
収
入
の
み
の
場
合
、
そ
の
受
給
額
が
　８０

万
円
以
下
の
方
）

煙
老
齢
福
祉
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方

区
分
衛
　
世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
で
あ

る
方

保
険
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

　
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
に
健
康
や
医
療
に
対

す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
発
行

を
希
望
す
る
方
へ
、
半
年
ご
と
の
医
療
費
を

ま
と
め
た
医
療
費
通
知
を
送
付
し
て
い
ま

す
。

　
次
回
の
発
行
は
９
月（
平
成
　
年
１
月
か

２６

ら
６
月
分
ま
で
）で
す
。

恭
新
た
に
発
行
を
ご
希
望
の
方
へ

医
療
費
通
知
の
発
行
を

希
望
さ
れ
る
方
へ

　
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か
役

場
町
民
生
活
課
総
合
窓
口
班
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
電
話
申
込
み
だ
け
で
発
行
が
可
能
で

す
。

※
す
で
に
申
込
み
の
連
絡
を
い
た
だ
い
て
い

る
方
に
は
継
続
し
て
発
行
し
ま
す
の
で
、

再
度
の
連
絡
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

※
医
療
費
通
知
は
、
確
定
申
告
な
ど
で
使
用

す
る
、
医
療
費
控

除
の
領
収
書
の
代

わ
り
に
は
な
り
ま

せ
ん

　
現
在
ご
使
用
の
保
険
証
の
有
効
期
限
は
７

月
　
日
ま
で
の
た
め
、
８
月
以
降
は
使
用
で

３１
き
な
く
な
り
ま
す
。　

　
７
月
中
旬
に
新
し
い
保
険
証
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
お
手
元
に
届
き

ま
し
た
ら
、
古
い
ピ
ン
ク

色
の
保
険
証
を
破
棄
し
、

送
付
さ
れ
た
黄
緑
色
の
も

の
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

恭
新
し
い
保
険
証
の
有
効

期
限
は
平
成
　
年
７
月
　
日
ま
で
で
す

２7

３１

恭
紛
失
し
た
と
き
や
汚
れ
た
と
き
は
再
交
付

し
ま
す
の
で
、
下
記
ま
で
印
鑑
を
お
持
ち

く
だ
さ
い

新
し
い
保
険
証
は
黄
緑
色
で
す

減
額
認
定
証（
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
）
も
新

し
く
な
り
ま
す

新
し
い
減
額
認
定
証
は
黄
色
で
す

食事療養標準
負担額（１食）

区分

１００円区分英
住
民
税
非
課
税
世
帯

２１０円
９０日まで
の入院

区分衛

１６０円
９０日を超
える入院

２６０円住民税課税世帯

生活療養標準負担額
区分

居住費（1日）食費（1食）

320円130円区分英
住
民
税
非
課
税
世
帯

0円100円
老齢福祉
年金の方

320円210円区分衛

320円460円住民税課税世帯

煙療養病床以外に入院したとき煙煙療養病床に入院したとき煙
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お
子
さ
ん
と
の
か
か
わ
り
方
や
声
の
掛
け

方
、
遊
び
方
な
ど
が
わ
か
ら
ず
に
悩
ん
で
い

ま
せ
ん
か
？
　
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
で
は
、
親

子
で
の
遊
び
や
体
験
を
通
し
て
子
ど
も
の
成

長
を
支
え
る
親
子
教
室
「
す
ま
い
る
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　
普
段
か
ら
「
子
ど
も
が
喜
ぶ
遊
び
を
知
り

た
い
」「
子
ど
も
の
成
長
を
促
し
た
い
」「
少

人
数
で
の
遊
び
を
経
験
さ
せ
た
い
け
ど
、
場

所
が
…
」
な
ど
お
悩
み
で
し
た
ら
、
ぜ
ひ
お

子
さ
ん
と
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　
楽
し
く
通
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
ス

タ
ッ
フ
み
ん
な
で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

恭
教
室
の
内
容
　
全
８
回
の
親
子
教
室
で
、

　
組
前
後
の
少
人
数
グ
ル
ー
プ
で
開
催

10
※
全
８
回
の
教
室
を
１
ク
ー
ル
と
し
、
今
年

は
５
ク
ー
ル
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す

煙
年
齢
に
合
わ
せ
た
遊
び
、
手
遊
び
、
触
れ

合
い
遊
び
、
読
み
聞
か
せ
、
季
節
の
遊
び

な
ど

煙
遊
び
の
ほ
か
に
も
保
健
師
、
栄
養
士
、
作

業
療
法
士
な
ど
が
専
門
分
野
か
ら
子
育
て

に
役
立
つ
情
報
を
お
伝
え
す
る
ミ
ニ
講
座

も
用
意
し
て
い
ま
す

恭
日
時
　
毎
週
火
曜
日
　
9
時
　
分
～
　
時

30

11

恭
場
所
　
子
ど
も
セ
ン
タ
ー

恭
教
室
の
対
象
　
お
お
む
ね
１
歳
６
か
月
～

2
歳
の
保
育
園
や
幼
稚
園
に
通
っ
て
い
な

い
お
子
さ
ん
と
親
子
で
参
加
で
き
る
方

※
１
歳
６
か
月
健
診
の
対
象
者
へ
案
内
を
送

付
し
て
い
ま
す

恭
参
加
費
　
無
料

恭
参
加
方
法
　
事
前
に
左
記
へ
お
申
込
み
く

だ
さ
い

恭
申
込
み
・
問
合
せ
　

　
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
　
　
拶
盈
６
５
０
１

　
現
在
9
つ
の
育
児
サ
ー
ク
ル
で
構
成
し
て

い
る
「
育
児
サ
ー
ク
ル
連
絡
協
議
会
」
で

は
、
４
月
か
ら
「
か
み
ふ
子
育
て
ネ
ッ
ト

『
く
る
く
る
』」
に
名
称
を
変
更
し
、
個
人

で
の
加
入
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
育
児
サ
ー
ク
ル
か
ら
離
れ
た
け
れ
ど
子
育

て
の
情
報
が
ほ
し
い
と
い
う
方
や
、
友
だ
ち

と
自
主
的
に
活
動
さ
れ
て
い
る
方
の
た
め
に

「
く
る
く
る
」
の
情
報
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

し
、
子
育
て
講
演
会
な
ど
の
事
業
の
案
内
や

子
育
て
に
役
立
つ
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
個
人
会
員
と
し
て
の
加
入
に
つ
い
て
は
、

左
記
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

恭
登
録
先
　
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
内
「
か
み
ふ

子
育
て
ネ
ッ
ト
『
く
る
く
る
』」
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
拶
盈
６
５
０
１

か
み
ふ
子
育
て
ネ
ッ
ト

「
く
る
く
る
」

　
個
人
会
員
募
集
中
！

６月24日か６月24日からら
始まりました始まりました！！

教室のようす

お母さんのひざに乗って触れ合い遊お母さんのひざに乗って触れ合い遊びび

プールでばしゃばしゃ水遊プールでばしゃばしゃ水遊びび

楽しい絵本の読み聞かせ楽しい絵本の読み聞かせもも

子どもセンター子どもセンターでで

楽しく子育楽しく子育てて♪♪
新しい事業をお知らせします！
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泉
さ
ん
手
づ
く
り
の
施
設

看
板
　
つ
い
に
完
成
！

6/2

か
み
ふ
ら
の
工
房
新
工
場

が
完
成
！
　
工
場
見
学
会

6/7

　「
富
良
野
・
美
瑛
ノ
ロ
ッ
コ
号
」の
出
発
式

が
Ｊ
Ｒ
旭
川
駅
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
２
日
間
の
限
定
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
今

年
は
2
年
ぶ
り
の
Ｓ
Ｌ
に
よ
る
運
行
と
な

り
、
た
く
さ
ん
の
家
族
連
れ
や
鉄
道
フ
ァ
ン

が
ホ
ー
ム
に
詰
め
か
け
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
ゲ
ス
ト
と
し
て
ら
べ
と
ん
の
ほ

か
中
富
良
野
町
の
フ
ァ
ー
ム
富
田
の
マ
ス

コ
ッ
ト
「
ラ
ベ
さ
ん
」
も
登
場
。
た
く
さ
ん

の
方
か
ら
「
か
わ
い
い
～
」
と
声
を
掛
け
ら

れ
、
一
緒
に
写
真
に
納
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　
セ
レ
モ
ニ
ー
終
了
後
、
発
車
時
刻
に
な
り

ら
べ
と
ん
と
ラ
ベ
さ
ん
か
ら
「
出
発
進

行
！
」
の
合
図
が
出
さ
れ
る
と
、
Ｓ
Ｌ
は

「
ポ
ー
ッ
」
と
力
強
い
汽
笛
で
応
え
、
煙
突

か
ら
大
量
の
煙
を
も
く
も
く
と
吐
き
な
が
ら

ホ
ー
ム
を
後
に
し
ま
し
た
。

ら
べ
と
ん
の
号
令
で

Ｓ
Ｌ
ノ
ロ
ッ
コ
号
出
発

6/7

ちょっぴり緊張気味（!?）のらべとんとラベさん

上
富
良
野
で
初
開
催
　
花

フ
ェ
ア
ー
＆
製
品
即
売
会

6/7

豊富な品ぞろえの花の苗にお客さんも大満足

　
社
会
福
士
法
人
富
良
野
あ
さ
ひ
郷
「
北
の

峯
学
園
上
富
良
野
事
業
所
」
に
よ
る
花
フ
ェ

ア
ー
＆
製
品
即
売
会
が
、
同
事
業
所
の
駐
車

場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
即
売
会
は
、
障
が
い
者
が
通
い
な
が

ら
就
労
訓
練
を
す
る
場
で
あ
る
こ
と
を
町
民

の
皆
さ
ん
に
広
く
知
っ
て
も
ら
お
う
と
今
回

初
め
て
開
催
し
た
も
の
で
、
会
場
に
は
作
業

所
で
焙
煎
さ
れ
た
コ
ー
ヒ
ー
や
手
作
り
キ
ャ

ン
ド
ル
を
は
じ
め
、
富
良
野
事
業
所
の
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
で
育
て
ら
れ
た
花
の
苗
な
ど
が
た

く
さ
ん
並
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
中
に
は
段
ボ
ー
ル
箱
い
っ
ぱ
い
に
花
の
苗

を
買
う
方
も
い
て
、
通
所
者
は
「
お
客
さ
ん

　
昨
年
の
　
月
　
日
号
「
や
っ
ぱ
り
こ
の
ま

11

10

ち
が
好
き
だ
か
ら
」
で
お
伝
え
し
た
泉
守
さ

ん
手
づ
く
り
の
施
設
看
板
が
完
成
し
、
各
施

設
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
日
の
出
公
園
、
千
望
峠
花
と
憩

い
の
広
場
、
上
富
良
野
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
、

日
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
横
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

場
に
設
置
。
設
置
済
み
の
吹
上
露
天
の
湯
と

合
わ
せ
る
と
計
5
か
所
に
も
な
り
ま
す
。

　
製
作
し
た
泉
さ
ん
は
「
観
光
に
来
て
も
、

こ
こ
が
上
富
良
野
だ
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て

い
な
い
方
が
い
る
こ
と
が
悔
し
く
て
こ
の
よ

う
な
看
板
を
作
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
に
素
晴

ら
し
い
景
色
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
、
上
富
良

野
が
も
っ
と
有
名
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

が
多
く
て
大
変
！
」
と
話
し
な
が
ら
も
、
職

員
と
笑
顔
で
応
対
し
て
い
ま
し
た
。

豚肉を部位ごとに切り分ける過程を職員が説明

　
豚
の
処
理
や
肉
の
加
工
を
行
う
株
式
会
社

か
み
ふ
ら
の
工
房
の
新
工
場
見
学
会
が
行
わ

れ
、
関
係
者
な
ど
　
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

97

　
参
加
者
は
衛
生
管
理
の
た
め
頭
や
靴
に
カ

バ
ー
を
着
け
、
職
員
の
説
明
を
受
け
な
が
ら

豚
の
処
理
場
や
生
肉
の
カ
ッ
ト
場
、
肉
を
急

速
冷
凍
す
る
冷
凍
庫
な
ど
、
普
段
入
る
こ
と

の
で
き
な
い
内
部
を
興
味
深
そ
う
に
見
学
。

　
ほ
か
に
も
、
新
た
な
包
装
機
器
を
導
入

し
、
豚
ロ
ー
ス
の
薄
切
り
な
ど
の
簡
易
包
装

や
真
空
包
装
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
で
、
今

後
の
販
売
方
法
の
広
が
り
に
期
待
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
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駄
菓
子
と
い
え
ば
…

あ
の
角
波
商
店
が
復
活

6/１３

取
れ
た
て
野
菜
が
並
ぶ

見
晴
台
公
園
野
菜
直
売
所

6/7

朝取りの新鮮な地元産野菜が並びます

　
見
晴
台
公
園
に
あ
る
か
み
ふ
ら
の
十
勝
岳

観
光
協
会
の
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
見
晴
台
内

に
、
６
月
７
日（
土
）か
ら
地
元
野
菜
の
直
売

ス
ペ
ー
ス
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
毎
週
土
曜
日
の
　
時
か
ら
の
オ
ー
プ
ン

10

で
、
初
日
と
な
っ
た
７
日
に
は
朝
取
り
の
み

ず
み
ず
し
い
野
菜
を
目
当
て
に
開
始
１
時
間

前
か
ら
多
く
の
人
が
詰
め
か
け
、
オ
ー
プ
ン

と
同
時
に
用
意
し
た
ア
ス
パ
ラ
や
水
菜
、
ト

マ
ト
な
ど
ほ
と
ん
ど
の
野
菜
が
売
り
切
れ
、

こ
れ
に
は
レ
ジ
を
打
つ
職
員
も
び
っ
く
り
。

　
開
設
は
９
月
ま
で
、
季
節
ご
と
の
旬
の
野

菜
が
並
び
ま
す
。
お
見
逃
し
の
な
い
よ
う

に
！
　
販
売
予
定
の
野
菜
は
直
売
所
や
同
協

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

町
内
主
要
施
設
へ
の
Ａ
Ｅ

Ｄ
設
置
が
完
了
し
ま
し
た

6/9

新しいＡＥＤを手に使用法を説明する落合消防士

　
６
月
で
開
業
　
周
年
を
迎
え
た
ト
リ
ッ
ク

20

ア
ー
ト
美
術
館
で
　
日
～
　
日
の
間
、「
　

13

22

20

周
年
感
謝
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
期
間
中
は
入
館
料
が
半
額
に
な
る
ほ
か
、

バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

ア
ー
ト
体
験
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
中
で
も
目
玉
イ
ベ
ン
ト
の
「
か
か
し
ア
ー

ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
は
町
内
外
か
ら
　
作
品

62

の
応
募
が
あ
り
、
会
場
に
は
人
気
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
や
「
北
の
国
か
ら
」
の
五
郎
さ
ん
、
ソ

チ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
金
メ

ダ
リ
ス
ト
の
葛
西
選
手
な
ど
、
趣
向
を
凝
ら

し
た
作
品
が
ず
ら
り
と
並
び
、
順
位
は
投
票

に
て
決
定
。
訪
れ
た
方
た
ち
は
「
ど
れ
に
す

る
？
　
こ
れ
も
お
も
し
ろ
い
ね
～
」
と
気
に

入
っ
た
作
品
に
一
票
を
入
れ
て
い
ま
し
た
。

　
年
の
ご
愛
顧
に
感
謝

２０ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
美
術
館

6/１４

　
４
月
に
泉
栄
防
災
セ
ン
タ
ー（
西
児
童
館
）

に
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）が
設
置

さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
同
セ
ン
タ
ー
が
避
難

所
と
な
っ
て
い
る
栄
町
住
民
会
に
よ
る
使
用

方
法
の
講
習
会
が
開
か
れ
、
児
童
館
の
職
員

も
含
め
　
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

16

　
講
師
か
ら
は
「
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
電
気
シ
ョ
ッ
ク

が
必
要
な
状
況
か
を
機
械
が
判
断
し
、
心
臓

が
け
い
れ
ん
し
て
い
る
と
き
に
電
気
が
流
れ

ま
す
。
誰
で
も
使
え
ま
す
が
、
心
肺
蘇
生
法

の
補
助
的
な
も
の
と
考
え
、
機
械
を
使
う
こ

と
だ
け
に
と
ら
わ
れ
ず
、
ま
ず
は
人
工
呼
吸

と
胸
骨
圧
迫
を
」
と
万
が
一
の
際
の
心
構
え

や
対
処
法
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
ほ
か
に
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
と
東

62作品がずらりと並んだかかしアート

　
昭
和
　
年
の
開
店
以
来
、
長
い
間
子
ど
も

３０

た
ち
の
「
オ
ア
シ
ス
」
と
し
て
親
し
ま
れ
て

い
た
昔
な
が
ら
の
駄
菓
子
屋
さ
ん
、
角
波
商

店
。
６
年
前
に
惜
し
ま
れ
な
が
ら
閉
店
し
ま

し
た
が
、
先
代
の
光
男
さ
ん
の
孫
、
龍
馬
さ

ん
が
店
を
引
き
継
い
で
復
活
、
６
月
　
日
に

13

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ン
初
日
か
ら
子
ど
も
た
ち
が
大
勢

詰
め
か
け
店
内
は
大
混
雑
。
一
時
は
品
切
れ

に
な
る
商
品
も
！
　
中
に
は
幼
い
こ
ろ
に

通
っ
て
い
た
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
も
子
ど

も
と
来
店
し
、
昔
を
懐
か
し
み
な
が
ら
　
円
10

の
駄
菓
子
を
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。

　
営
業
は
木
、
金
、
土
、
日
曜
日
の
９
時
か

店内で「どれ買う？」と楽しそうな子どもたち

ら
　
時
ま
で
。
８
月
に
は
２
階
で
喫
茶
コ
ー

18
ナ
ー
の
営
業
も
予
定
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

児
童
館
に
も
設
置
さ
れ
、
こ
れ
で
町
内
の
主

要
施
設
へ
の
設
置
が
完
了
し
ま
し
た
。
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トラックにひかれ下敷きになる人形に悲鳴も…

　
来
年
の
３
月
を
も
っ
て
閉
校
と
な
る
江
幌

小
学
校
と
、
江
幌
・
静
修
住
民
会
の
合
同
大

運
動
会
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
テ
ー
マ
は
「
走
り
ぬ
け
、　

年
の
ゴ
ー
ル

104

ま
で
 ～
最
後
の
お
も
て
な
し
～
」。
開
会
式

で
は
「
７
人
の
力
を
合
わ
せ
て
精
一
杯
が
ん

ば
り
ま
す
」
と
の
児
童
会
副
会
長
、
土
屋
旬

平
君
の
力
強
い
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
赤
組
と

白
組
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
か
ら
「
皆
さ
ん
が
楽

し
め
る
『
お
も
て
な
し
』
も
準
備
し
ま
し
た
」

と
心
温
ま
る
選
手
宣
誓
が
あ
り
ま
し
た
。

　
競
技
は
合
同
運
動
会
と
い
う
こ
と
で
子
ど

も
た
ち
だ
け
で
な
く
同
窓
会
や
住
民
会
、
老

人
会
向
け
に
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組
ま

れ
、
参
加
し
た
人
た
ち
は
笑
顔
で
心
地
よ
い

汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

　
運
動
会
終
了
後
に
は
毎
年
恒
例
の
焼
き

　
年
の
歴
史
を
刻
み
　
江

１０４幌
小
学
校
最
後
の
運
動
会

6/２１

東
中
小
学
校
の
児
童
に

交
通
安
全
体
験
学
習

6/２０

ら
べ
と
ん
も
応
援
！

中
央
保
育
所
運
動
会

6/２１

　
上
川
総
合
振
興
局
南
部
耕
地
出
張
所
と
旭

川
地
区
ト
ラ
ッ
ク
協
会
に
よ
る
交
通
安
全
体

験
学
習
が
、
東
中
小
学
校
の
児
童
　
人
を
対

16

象
に
同
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
東
中
地
区
で
は
農
業
基
盤
整
備
事
業
が
行

わ
れ
て
お
り
、
工
事
関
係
車
両
の
往
来
が
増

え
る
こ
と
か
ら
行
っ
た
も
の
で
、
児
童
た
ち

は
本
物
の
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
席
に
乗
り
込
み

死
角
を
確
認
。
ほ
か
に
も
事
故
の
恐
ろ
し
さ

を
実
感
し
て
も
ら
う
た
め
、
ダ
ミ
ー
人
形
を

使
っ
た
交
差
点
左
折
の
際
の
巻
き
込
み
再
現

な
ど
も
行
わ
れ
、
正
面
か
ら
人
形
が
ひ
か
れ

る
場
面
で
は
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
驚
き
の

あ
ま
り
悲
鳴
も
。「
こ
の
よ
う
に
飛
び
出
し

は
と
て
も
危
険
。
絶
対
に
し
な
い
で
」
と
の

話
に
、
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

肉
。
当
日
は
好
天
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
大

人
は
冷
え
た
ビ
ー
ル
で
水
分
補
給（
？
）を

た
っ
ぷ
り
と
し
て
い
ま
し
た（
　
）。

!?

　
江
幌
中
学
校
の
第
１
期
生
と
い
う
　
歳
の

79

男
性
は
「
昔
は
運
動
会
に
出
店
も
来
て
い
た

よ
。
児
童
も
　
人
く
ら
い
は
い
て
、
グ
ラ
ウ

150

ン
ド
の
周
り
に
座
り
き
れ
な
い
く
ら
い
人
が

来
た
の
に
…
。
学
校
が
な
く
な
る
の
は
や
っ

ぱ
り
寂
し
い
ね
ぇ
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
　
年
間
の
歴
史
を
刻
み
、
来
年
に
は
そ
の

104
歴
史
に
終
止
符
が
打
た
れ
る
江
幌
小
学
校
。

こ
の
地
域
に
住
む
ほ
と
ん
ど
の
人
が
江
幌
小

学
校
の
卒
業
生
。「
閉
校
記
念
」
が
付
け
ら

れ
た
今
回
の
運
動
会
に
は
、
久
々
に
た
く
さ

ん
の
地
域
の
方
が
参
加
し
た
と
い
い
ま
す
。

　
コ
ン
ロ
を
囲
み
な
が
ら
、
に
ぎ
や
か
に
思

い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
る
卒
業
生
た
ち
の
胸

の
内
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
が
去
来
し
て

い
る
よ
う
で
し
た
。

頑張るお父さんたちをらべとんも応援！

　
わ
か
ば
会
中
央
保
育
所
の
運
動
会
で
、
町

の
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ら
べ
と
ん
」
に

ち
な
ん
だ
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
お
面
を
つ
け
て
平
均
台
を
渡
り
、

横
に
し
た
は
し
ご
の
間
を
く
ぐ
る
障
害
物
競

争
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
・
サ
ー
キ
ッ
ト
」。
ら
べ

と
ん
、
ふ
な
っ
し
～
、
く
ま
も
ん
の
お
面
を

着
け
た
子
ど
も
た
ち
は
元
気
に
障
害
物
を
ク

リ
ア
。
競
技
後
に
は
サ
プ
ラ
イ
ズ
で
本
物
の

ら
べ
と
ん
が
登
場
し
、
会
場
は
大
興
奮
！

　
続
い
て
行
わ
れ
た
保
護
者
に
よ
る
竹
馬
と

三
輪
車
の
リ
レ
ー
「
ら
べ
と
ん
ダ
ー
ビ
ー
」

で
は
、
応
援
し
て
い
た
ら
べ
と
ん
が
最
下
位

の
お
父
さ
ん
と
一
緒
に
ゴ
ー
ル
！
　
２
人

（
１
人
と
１
匹
？
）は
抱
き
合
っ
て
お
互
い
の

健
闘
を
た
た
え
、
会
場
か
ら
は
笑
い
と
と
も

に
た
く
さ
ん
の
拍
手
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。



このほかのできごとは、上富良野町行政ホームページでも掲載中！　アドレス http://www.town.kamifurano.hokkaido.jp/

雅　広報かみふらの ２０１４.7

な
な
い
ろ
ニ
カ
ラ
レ
ス
ト

ラ
ン
「
レ
ラ
」
オ
ー
プ
ン

6/２５

　
町
民
芸
術
劇
場
「
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
コ
ン

サ
ー
ト
 ～
 今
宵
限
り
の
ド
リ
ー
ム
カ
ル

テ
ッ
ト
」
が
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ソ
プ
ラ
ノ
、
ア
ル
ト
、
テ
ナ
ー
、
バ
リ
ト

ン
の
４
種
の
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
か
ら
な
る
カ
ル

テ
ッ
ト
を
、
奏
者
自
ら
が
一
夜
限
り
の
「
か

み
ふ
ド
リ
ー
ム
カ
ル
テ
ッ
ト
」
と
命
名
。

　
第
１
部
で
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
、
第
２
部
は
も

も
い
ろ
ク
ロ
ー
バ
ー
Z
な
ど
、
幅
広
い
ジ
ャ

ン
ル
の
音
楽
で
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。
終

盤
に
は
ソ
プ
ラ
ノ
の
大
和
田
雅
洋
さ
ん
と

「
師
弟
関
係
」
に
あ
る
上
富
良
野
中
学
校
吹

奏
楽
部
顧
問
の
村
山
望
先
生
も
加
わ
っ
て
の

五
重
奏
も
あ
り
、
こ
の
場
で
し
か
味
わ
え
な

い
夢
の
よ
う
な
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

この日で死亡事故ゼロ1,652日目。活動にも熱が

第
　
回
住
民
会
対
抗

１６
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

6/２9
　
　
回
目
と
な
る
住
民
会
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー

16
ル
大
会
が
、
運
動
公
園
野
球
場
な
ど
町
内
４

会
場
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
親
睦
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の

で
、
今
年
は
　
住
民
会
か
ら
男
子
の
部
に
　

１１

14

チ
ー
ム
、
混
成
の
部
に
４
チ
ー
ム
が
出
場
。

　
こ
の
日
は
風
が
強
く
、
高
く
上
が
っ
た
打

球
が
風
で
流
さ
れ
エ
ラ
ー
す
る
ハ
プ
ニ
ン
グ

が
続
出
。
守
備
が
難
し
く
各
試
合
、
打
撃
戦

の
熱
い
戦
い
と
な
り
ま
し
た
。
混
戦
を
制
し

た
優
勝
チ
ー
ム
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
優
勝
】　
男
子
の
部
　
大
町
Ｇ
チ
ー
ム

　
　
　
　
混
成
の
部
　
大
町
Ｍ
チ
ー
ム

白熱する試合に、住民会の結束もさらに固くなった!?

6
2
5（
む
じ
こ
）の
日
に

旗
の
波
リ
レ
ー
作
戦

6/２５

　
日
の
出
公
園
展
望
台
に
N
P
O
法
人
な
な

い
ろ
ニ
カ
ラ
が
運
営
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
「
レ

ラ
 ～
風
～
」
が
こ
の
ほ
ど
オ
ー
プ
ン
し
連

日
、
ツ
ア
ー
客
が
昼
食
に
訪
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
サ
ラ
ダ
と
ポ
ト

フ
、
デ
ザ
ー
ト
に
は
赤
肉
メ
ロ
ン
。
食
材
は

す
べ
て
町
内
産
で
、
パ
ン
に
も
町
内
産
の

「
は
る
ゆ
た
か
」
を
使
用
。
お
客
さ
ん
の
感

想
を
聞
い
て
み
る
と
「（
ポ
ト
フ
の
）
ベ
ー
コ

ン
と
ソ
ー
セ
ー
ジ
が
お
い
し
い
わ
」
と
大
好

評
。
こ
れ
ら
は
、
か
み
ふ
ら
の
ポ
ー
ク
を
使

い
、
ニ
カ
ラ
自
ら
が
製
造
し
て
い
る
も
の
。

　
ツ
ア
ー
以
外
の
一
般
の
方
に
も
食
事
の
ほ

か
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
や
ア
ル
コ
ー
ル
、
ソ
フ

ト
ク
リ
ー
ム
に
メ
ロ
ン
と
メ
ロ
ン
パ
ン
の
ラ

夢
の
共
演
め
じ
ろ
押
し

サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

6/２２

上富良野中吹奏楽部との共演も見ものでした

　
上
富
良
野
町
か
ら
占
冠
村
ま
で
を
結
ぶ
交

通
安
全
「
旗
の
波
リ
レ
ー
作
戦
」
が
、
見
晴

台
公
園
駐
車
帯
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　「
今
年
の
道
内
の
交
通
死
亡
事
故
は
増
加

傾
向
。
最
近
で
は
富
良
野
や
旭
川
で
事
故
も

起
き
て
い
る
。
自
分
は
大
丈
夫
と
思
わ
ず
慎

重
に
運
転
を
」
と
の
町
生
活
安
全
推
進
協
議

会
、
島
瀬
会
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、「
６
月

　
日
　
無
事
故
の
日
」
と
大
き
く
書
か
れ
た

２５看
板
の
横
に
会
員
な
ど
　
人
が
蛍
光
色
の
旗

22

を
手
に
一
列
に
並
び
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
安
全

運
転
と
無
事
故
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
同
協
議
会
女
性
部
員
　
人
に

18

よ
る
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
大
型
ス
ー

パ
ー
の
前
で
行
わ
れ
、
買
い
物
客
に
啓
発

グ
ッ
ズ
や
チ
ラ
シ
を
手
渡
し
ま
し
た
。 

ス
ク
を
ト
ッ
ピ
ン
グ
し
た
「
レ
ラ
ソ
フ
ト
」

な
ど
の
デ
ザ
ー
ト
も
提
供
し
て
い
ま
す
。
散

歩
が
て
ら
、
ぶ
ら
っ
と
寄
っ
て
み
て
は
？

　
営
業
時
間
は
　
～
　
時
、
火
曜
定
休
。

10

16

料理に使用する食材は100％上富良野産



　
町
内
で
は
健
康
や
ス
ポ
ー
ツ
、
環

境
に
関
す
る
団
体
の
活
動
が
活
発
に

な
っ
て
お
り
、
全
国
的
な
大
会
も
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
団
体
な
ど
の
取
り
組

み
を
通
じ
た
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。
入
場

料
は
無
料
で
す
。

日
時
　
８
月
　
日（
金
）

22

　
　
時
～
　
時
　
分

19

20

30

場
所

　
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
か
み
ん

講
師
　
札
幌
国
際
大
学
ス
ポ
ー
ツ
人

間
学
部
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
学
科

教
授
　
飯
田
俊
郎
氏

問
合
せ
　
町
民
生
活
課
自
治
推
進
班

　
　
　
　
　
　
　
拶
盈
6
9
8
5

広報かみふらの ２０１４.7　餓

お知らせ
information お お お お お お お お お お お お お お お お お お お お お

し し し し し し し し し し し し し し し し し し し し し
ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら
せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ

in
f
o
r
m
a
t
io
n

教教
育育

　
箏
は
指
に
は
め
た
爪（
つ
め
）で
　13

本
の
絃（
げ
ん
）を
は
じ
い
て
音
を
奏

で
る
日
本
の
伝
統
楽
器
。

　
町
総
合
文
化
祭
や
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ハ

イ
ツ
な
ど
で
発
表
活
動
を
行
っ
て
い

る
「
筝
曲
ま
さ
ひ
ろ
会
」
が
体
験
教

室
を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
一
度
、
和
楽
器

の
音
色
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

平
成

年
度
上
富
良
野
町

平
成
　
年
度
上
富
良
野
町
文

2626

化
教
室

箏
（
こ
と
）教

化
教
室
　
箏
（
こ
と
）教
室

　仮面ライダー鎧武＆ウィザードのショーや札幌市を拠点に活動中の

「Teamくれれっ娘！」、大ヒット曲「まちぶせ」でおなじみの石川ひ

とみさんによる歌謡ショーなど楽しいステージイベントが盛りだくさ

ん！　なお、今年は行灯パレードの出発が

18時20分、花火大会の開始が20時に、例年

より早まっていますのでご注意ください。

場所・時間　日の出公園　10時～21時

問合せ　花と炎の四季彩まつり運営委員会

　　　　（上富良野町商工会内）　拶盈2191

第36回花と炎の四季彩まつり　7月20日（日）開催！

　
夏
と
い
え
ば
キ
ャ
ン
プ
。
野
外
炊

飯
を
し
た
り
、
テ
ン
ト
で
寝
た
り
と

お
楽
し
み
が
い
っ
ぱ
い
！

日
時
　
８
月
９
日（
土
）～
　
日
（
日
）

10

場
所
　
清
富
多
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー

対
象
　
小
学
生（
１
・
２
年
生
に
つ

い
て
は
保
護
者
同
伴
と
し
ま
す
）

定
員
　
　
人
30

参
加
料
　
１
人
　
円
500

申
込
期
間

　
７
月
　
日（
火
）～
８
月
３
日（
日
）

15

そ
の
他
　
雨
天
時
は
屋
内
に
宿
泊
　

申
込
み
・
問
合
せ

　
教
育
振
興
課
社
会
教
育
班

　
　
　
　
　
　
　
拶
盈
５
５
１
１

子
ど
も
会
育
成
協
議

子
ど
も
会
育
成
協
議
会

野
外
体
験
活

野
外
体
験
活
動

　
無
線
L
A
N
機
能
を
搭

載
し
た
モ
バ
イ
ル
端
末
や

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
増
加

と
と
も
に
、
無
線
L
A
N

で
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利

用
の
機
会
が
増
え
て
き
て

い
る
こ
と
か
ら
、
町
民
を

は
じ
め
観
光
客
の
皆
さ
ん

の
情
報
通
信
の
利
便
性
向

上
の
た
め
、
町
内
の
主
要

な
公
共
施
設
に
お
い
て
公

衆
W
i
F
i
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
開
始
し
ま
し
た
。

サ
ー
ビ
ス
提
供
施
設
　
役
場
庁
舎
、

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
か
み

ん
、
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
、

図
書
館
ふ
れ
ん
ど
、
町
立
病
院

サ
ー
ビ
ス
提
供
時
間

　
各
施
設
の
開
庁（
館
）時
間
中

町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設555555555555555555555555555555555555555555かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所でででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででで
公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆衆WWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーービビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビスススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススス提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提提供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供供開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始

利
用
料
　
無
料

利
用
方
法
　
各
施
設
の
公
衆
W
i
F

i
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
に
接
続
す

る
に
は
パ
ス
ワ
ー
ド
の
入
力
が
必

要
で
す
。
パ
ス
ワ
ー
ド
は
各
施
設

に
掲
示
し
て
い
ま
す

注
意
事
項

・
提
供
施
設
内
で
も
利
用
で
き
な
い

場
所
が
あ
り
ま
す

・
サ
ー
ビ
ス
提
供
時
間
内
で
も
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
状
況
に
よ
り
利

用
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す

・
利
用
に
当
た
っ
て
は
「
サ
ー
ビ
ス

利
用
規
約
」
に
同
意
の
う
え
ご
利

用
く
だ
さ
い

※
詳
細
に
つ
い
て
は
行
政
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

問
合
せ
　
総
務
課
企
画
財
政
班

　
　
　
　
　
　
　
拶
盈
６
９
８
０

　
世
代
間
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
な
が

ら
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
楽
し
み
ま
す
。

日
時
　
８
月
　
日（
月
）

11

　
８
時
　
分
受
付
、
８
時
　
分
開
始

15

30

場
所
　
日
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
横

　
　
　
　
　
　
　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

チ
ー
ム
編
成
　
１
チ
ー
ム
８
人
以
内

第

回
世
代
間
交
流
ゲ
ー

第
　
回
世
代
間
交
流
ゲ
ー
ト

3030
ボ
ー
ル
大

ボ
ー
ル
大
会

日
時
　
７
月
　
日（
月
）、　

日（
木
）

28

31

８
月
４
日（
月
）、
７
日（
木
）

　
　
　
　
い
ず
れ
も
　
時
～
　
時

10

12

場
所
　
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

対
象
　
小
学
３
年
生
～
大
人

参
加
料
　
無
料

申
込
み
　
７
月
　
日（
火
）ま
で
に
申

２2

込
書
を
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い

※
申
込
書
は
、
社
会
教
育
総
合
セ
ン

タ
ー
と
公
民
館
に
あ
り
ま
す

問
合
せ
　
筝
曲
ま
さ
ひ
ろ
会
　
松
本

紘
子
　
拶
盈
３
５
３
７

ま
ち
づ
く

ま
ち
づ
く
りり

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
講
演

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
講
演
会

夜にはドラム缶夜にはドラム缶風風
呂体験もあるよ呂体験もあるよ！！

※
小
・
中
・
高

校
生
の
い
ず

れ
か
１
人
以

上
が
チ
ー
ム

に
入
っ
て
プ

レ
ー
し
ま
す

申
込
期
限

　
７
月
　
日（
火
）

29

申
込
み
・
問
合
せ

　
教
育
振
興
課
社
会
教
育
班

　
　
　
　
　
　
　
拶
盈
５
５
１
１



節電期間・時間帯

　7月1日（火）～9月30日（火）

　の平日9時～20時

　特に家庭において使用が増え

る18時以降の節電に、可能な範

囲でご協力をお願いします。

問合せ　町民生活課生活環境班

　　　　　　　　　拶盈6985

お お お お お お お お お お お お お お お お お お お お お
し し し し し し し し し し し し し し し し し し し し し
ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら
せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ

駕　広報かみふらの ２０１４.7

in
f
o
r
m
a
t
io
n

お知らせ
information

募募
集集

○
付
加
年
金
と
は
？

　
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
額（
年
額
）

は
、　

年
間
保
険
料
を
納
め
た
満
額

40

の
方
で
　
万
２
千
　
円
で
す
が
、
老

77

800

後
に
よ
り
多
く
の
年
金
を
受
け
た
い

と
考
え
て
い
る
方
の
た
め
に
「
付
加

年
金
」
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
毎
月
の
国
民
年
金
保
険
料
に
付
加

保
険
料
を
上
乗
せ
し
て
納
付
す
る

と
、
付
加
年
金
が
老
齢
基
礎
年
金
に

上
乗
せ
さ
れ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
付
加
年
金
に
加
入
で
き
る
の
は
？

　
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
か

任
意
加
入
被
保
険
者
の
方
で
す
。
な

お
、
農
業
者
年
金
に
加
入
さ
れ
て
い

る
方
は
必
ず
、
付
加
年
金
に
加
入
し

保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

※
国
民
年
金
基
金
に
加
入
中
の
方
や

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・
猶
予

の
承
認
を
受
け
て
い
る
方
は
加
入

で
き
ま
せ
ん

○
付
加
保
険
料
の
納
付
額
は
？

　
１
か
月
　
円（
定
額
）で
、
納
付
は

400

申
し
込
ん
だ
月
の
分
か
ら
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
保
険
料
は
国
民
年
金
保

険
料
と
同
様
、
全
額
が
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

○
付
加
年
金
の
額
は
？

　
　
円
×
付
加
保
険
料
納
付
月
数

200

（
　
歳
か
ら
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給

65す
る
場
合
）が
年
額
の
受
給
年
金
額

に
加
算
さ
れ
ま
す
。

　
付
加
年
金
は
老
齢
基
礎
年
金
と
合

わ
せ
て
受
給
で
き
る
終
身
年
金
で
す

が
、
定
額
の
た
め
物
価
ス
ラ
イ
ド
に

よ
る
増
額
・
減
額
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
老
齢
基
礎
年
金
を
繰
り

上
げ
・
繰
り
下
げ
て
受
給
す
る
場
合

は
、
付
加
年
金
額
も
老
齢
基
礎
年
金

の
増
減
率
に
応
じ
て
減
額
・
増
額
さ

れ
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ

　
旭
川
年
金
事
務
所

　
拶
０
１
６
６
‐
２
７
‐
１
６
１
１

　
町
民
生
活
課
総
合
窓
口
班

　
　
　
　
　
　
　
拶
盈
６
９
８
５

～

付
加
年
金
に
つ
い
て

～
 付
加
年
金
に
つ
い
て
 ～～

上
富
良
野
町
職

上
富
良
野
町
職
員

今
月
の
 年年
 金金
 の
お
話

　
旭
川
年
金
事
務
所
で
は
毎
月
１

回
「
年
金
相
談
所
」
を
開
設
し
、

厚
生
年
金
・
国
民
年
金
請
求
手
続

き
な
ど
の
相
談
を
受
け
て
い
ま

す
。
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

日
時
　
８
月
　
日（
木
）

21

　
　
　
　
９
時
　
分
～
　
時

３０

１６

場
所
　
富
良
野
市
役
所

申
込
み
・
問
合
せ

旭
川
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

拶
０
１
６
６
‐
７
２
‐
５
０
０
４

　
町
で
は
平
成
　
年
度
に
薬
剤
師
１

27

人
の
採
用
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
採

用
試
験
は
上
川
管
内
町
村
等
職
員
採

用
資
格
試
験
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

試
験
区
分
　
社
会
人
採
用
試
験

受
験
資
格
　
薬
剤
師
の
資
格
を
有

し
、
そ
の
資
格
に
基
づ
く
業
務
経

験
が
３
年
以
上
あ
り
、
平
成
　
年
27

４
月
１
日
現
在
の
年
齢
が
満
　
歳
40

以
下
の
方

申
込
方
法
　
上
川
町
村
会
、
上
川
管

内
の
各
町
村
役
場
な
ど
で
配
付
し

て
い
る
「
上
川
管
内
町
村
等
職
員

採
用
資
格
試
験
申
込
書
」
を
、
８

月
８
日（
金
）ま
で
に
総
務
課
総
務

班
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
郵
送

は
８
月
８
日（
金
）の
消
印
有
効
）

申
込
み
・
問
合
せ
　
総
務
課
総
務
班

　
　
　
　
　
　
　
拶
盈
６
４
０
０

北海道電力から節電のお願北海道電力から節電のお願いい

8月68月6日日（水）（水）

10時～1210時～12時時

ふじスーパー駐車   ふじスーパー駐車場場

13時～1513時～15時時

役場正面玄関   役場正面玄関前前

15時15分～16時3015時15分～16時30分分

ＪＡふらの上富良野支所駐車   ＪＡふらの上富良野支所駐車場場

ご協力くださいご協力ください！！

試験日・場所受付期間資　格募集種目

9月19日（金）

上富良野駐屯地

8月1日

～9月9日

18歳以上

27歳未満
一般曹候補生

9月22日（月）

上富良野駐屯地
通年

18歳以上

27歳未満

男子陸・海・空

自衛官

候補生
9月26日（金）

旭川駐屯地8月1日

～9月9日

女子

9月23日（火）

旭川駐屯地

高卒（見込

みを含む）

21歳未満

航空学生

11月1日（土）

       2日（日）

旭川駐屯地

9月5日

～9月30日

医学科

学生防衛医科

大学校
10月18日（土）

旭川駐屯地

看護学科

学生

11月8日（土）

       9日（日）

旭川駐屯地

防衛大学

（一般・前期）

※「資格」は入隊時の年齢です

問合せ　自衛隊旭川地方協力本部上富良野地域事務所
              　　　　　　　　　　　　　　　 拶盈3412

平成26年度 自衛官募集案内保保
健健

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒
に

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒
に
ご

注
意
く
だ
さ

注
意
く
だ
さ
い

　
昨
年
道
内
で
発
生
し
た
食
中
毒
の

う
ち
約
半
数
が
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
を
原

因
と
す
る
も
の
で
し
た
。
ノ
ロ
ウ
イ

ル
ス
食
中
毒
は
冬
に
発
生
の
ピ
ー
ク

を
迎
え
ま
す
が
、
暑
い
時
期
に
も
発

生
す
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
年
間
を

通
じ
て
注
意
が
必
要
で
す
。

司
食
中
毒
予
防
は
手
洗
い
か
ら
…

・
調
理
、
食
事
の
前
に

・
ト
イ
レ
、
お
む
つ
交
換
の
後
に

・
外
か
ら
帰
っ
て
き
た
と
き

　
こ
ん
な
と
き
に
は
必
ず
せ
っ
け
ん

を
使
っ
て
指
の
間
や
つ
め
の
間
、
手

首
な
ど
も
し
っ
か
り
洗
い
、
ウ
イ
ル

ス
を
洗
い
落
と
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
　
保
健
福
祉
課
健
康
推
進
班

　
　
　
　
　
　
　
拶
盈
６
９
８
７

 献血車が来ま献血車が来ますす



　田　 咲希 ちゃん
さ き

（平成20年生まれ）

ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょこここここここここここここここここここここここここここここっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっちょこっとととととととととととととととととととととととととととととと自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢慢自慢わた
し

わた
しのの  ねぇねねぇねぇぇ

見て見て　　見て見て！！

あなたの「ちょこっと自慢」をお寄せください！　町民生活課自治推進班拶盈６９８５

　
町
の
基
幹
産
業
を
一
手
に
担
う
産
業
振
興

課
。
先
月
の
農
業
振
興
班
に
引
き
続
き
、
今

月
は
商
工
観
光
班
の
お
仕
事
で
す
。

　
内
容
は
名
前
の
と
お
り
商
工
業
と
観
光
事

業
の
振
興
の
２
つ
に
な
り
ま
す
。
ま
ず
観
光

部
門
で
は
、
道
内
外
を
問
わ
ず
行
わ
れ
る
各

種
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参
加
し
観
光
パ
ン
フ
の

ほ
か
、
伝
統
の
ラ
ベ
ン
ダ
ー
香
り
袋
配
布
攻

撃
で
ま
ち
の
良
さ
を
モ
ー
レ
ツ
Ｐ
Ｒ
！

　
余
談
に
な
り
ま
す
が
昔
か
ら
あ
る
こ
の
香

り
袋
、
ど
こ
に
行
っ
て
も
好
評
で
、
パ
ン
フ

だ
け
だ
と
手
を
出
さ
な
い
人
も
、「
香
り
袋

も
差
し
上
げ
ま
す
よ
～
」
と
言
っ
た
途
端
に

寄
っ
て
来
て
、
何
個
も
お
ね
だ
り
す
る
こ
と

も
あ
る
ん
だ
と
か
…
。
ま
さ
に
観
光
Ｐ
Ｒ
の

必
殺
ス
マ
ッ
シ
ュ
と
い
っ
た
感
じ
で
す
。
そ

れ
に
加
え
最
近
で
は
、
新
た
に
「
４
種
類
の

四
季
折
々
絵
は
が
き
」
と
「
ら
べ
と
ん
ク
リ

ア
フ
ァ
イ
ル
」
の
ワ
ン
・
ツ
ー
ア
タ
ッ
ク
も

身
に
着
け
た
そ
う
で
、
繰
り
出
す
技
も
多
彩

に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
四
季
彩
イ
ベ
ン
ト
を
は
じ
め
と
し

た
町
内
の
観
光
行
事
も
こ
ち
ら
の
管
轄
。
主

催
は
実
行
委
員
会
で
あ
っ
た
り
運
営
委
員
会

で
あ
っ
た
り
と
商
工
会
や
観
光
協
会
が
実
施

母
体
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
立
場
上
、
当
然

一撃必殺のラベンダー
香り袋攻撃がさく裂！

絡
む
こ
と
に
な
り
、
夏
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
は

ま
さ
に
こ
の
班
の
「
書
き
入
れ
時
」。

　
特
に
今
年
は
初
回
と
な
る
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム

の
開
催
が
決
ま
り
、
交
通
規
制
の
関
係
で
警

察
や
道
路
管
理
者
な
ど
関
係
機
関
と
の
調
整

に
駆
け
回
る
日
々
。
万
全
の
状
態
で
第
１
回

目
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、
手
探
り
状
態
な
が

ら
も
無
事
、
開
催
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

　
一
方
、
今
年
の
商
工
部
門
の
目
玉
は
セ
ン

ト
ラ
ル
プ
ラ
ザ
の
横
の
広
場
に
設
置
し
た

「
に
ぎ
わ
い
テ
ン
ト（
仮
称
）」。
さ
ま
ざ
ま

な
地
域
イ
ベ
ン
ト
に
活
用
す
る
ほ
か
、
地
元

産
の
野
菜
や
加
工
品
の
販
売
な
ど
、
こ
の
班

の
お
仕
事
で
あ
る
「
地
場
産
品
の
振
興
」
に

も
大
き
な
活
力
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
と
期

待
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
テ
ン

ト
を
生
か
し
き
れ
る
か
ど
う
か
は
ア
イ
デ
ア

次
第
。
農
家
や
小
売
店
だ
け
で
な
く
、
消
費

者
な
ど
一
般
の
方
の
意
見
も
幅
広
く
取
り
入

れ
、
収
益
事
業
だ
け
で
な
く
、
町
内
会
の
集

ま
り
な
ど
に
も
気
軽
に
利
用
し
て
も
ら
え
る

よ
う
に
す
る
な
ど
、
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
ペ
ー
ス
に
な
る
よ

う
知
恵
を
出
し
合
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
と
こ
こ
ま
で
で
ス
ペ
ー
ス
が
な
く
な
っ
た

の
で
、
次
号
に
続
け
ち
ゃ
い
ま
す
る
～
。

広報かみふらの ２０１４.7　介

役
場
の
お
仕

役
場
の
お
仕
事事

「
産
業
振
興
課
商
工
観
光
班
」
の

「
産
業
振
興
課
商
工
観
光
班
」
の
巻巻

「
お
役
所
仕
事
」
じ
ゃ
な
く
て
、

東町3丁目 岡本栄太郎さん 東町3丁目　岡本栄太郎さんのの

くるみのカエくるみのカエルル

　「
地
元
に
は

有
名
な
民
芸
品

が
な
い
か
ら
、

自
然
豊
か
な
か

み
ふ
ら
し
い
物

を
作
れ
な
い
か

と
思
っ
て
…
」

と
、
趣
味
で
ま

個性的な試作品の数個性的な試作品の数々々 一つずつ表情が違うカエ一つずつ表情が違うカエルル

ち
を
Ｐ
Ｒ
で
き
る
よ
う
な
作
品
を
作
っ

て
い
る
岡
本
さ
ん
。
山
で
拾
っ
た
く
る

み
や
枝
な
ど
に
こ
だ
わ
り
、
割
っ
た
く

る
み
の
殻
か
ら
カ
エ
ル
の
人
形
を
思
い

つ
き
、
車
庫
を
改
造
し
た
工
房
で
試
作

を
繰
り
返
し
ま
し
た
。
で
き
た
作
品
を

工
房
横
の
展
示
ス
ペ
ー
ス
に
飾
る
と
、

通
り
か
か
っ
た
観
光
客
に
「
売
っ
て
ほ

し
い
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
。
し
か
し
、

ま
だ
完
成
型
で
は
な
く
現
在
、
ど
う
し

よ
う
か
思
案
中
。
そ
ん
な
と
き
、
刺
激

に
な
る
の
が
子
ど
も
た
ち
の
作
品
！

　「
子
ど
も
の
作
品
は
発
想
が
自
由
で

参
考
に
な
る
。　

年
前
か
ら
毎
年
、
工

12

房
で
子
ど
も
た
ち
が
自
由
に
物
づ
く
り

が
で
き
る
『
夏
休
み
工
作
講
座
』
を
開

い
て
い
る
の
で
、
子
ど
も
た
ち
に
は
気

楽
に
遊
び
に
き
て
ほ
し
い
」
と
今
か
ら

夏
休
み
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

－ 高田幼稚園 －かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっこここここここここここここここここここここここここここここギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャラララララララララララララララララララララララララララララリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

 谷 　 大維志 くん
たに た い し

（平成20年生まれ）

　「玉をどんどん投げて、かごに
入っていくところ」と教えてくれ
た大維志くん。投げている自分の
顔もそっくりです。飛び交う玉の
様子もしっかり描けたそうです。

『玉入れをしているところ』 　『バルーンをしているところ』

 作
品
名
　『
運
動
会
の
絵
』
　「バルーン」とはパラシュートの
端をみんなで持ち、上下に振って空
気を入れるお遊戯。咲希ちゃんは、
カラフルな布が気球のように膨らん
だところを楽しく描いたそうです竃

ひろた
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～
フ
ァ
イ
ヤ
ー
マ
ン
か

～
フ
ァ
イ
ヤ
ー
マ
ン
か
らら
炎炎
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
～

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
～

　　問合せ　上富良野消防署救急救助係　拶盈２１１９

熱
中
症
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

  熱
中
症
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
!!

す
。
ま
た
、
メ
ー
ル
で
の
お
問
合
せ
に
も
誠

実
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
パ
ソ
コ
ン
を
使
う
の
が
初
め
て
と
い
う
方

も
、
マ
ウ
ス
の
使
い
方
か
ら
文
字
入
力
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
、
職
員
が
指
導
し
て

く
れ
る
の
で
安
心
し
て
就
労
で
き
ま
す
。

　
で
は
こ
こ
で
、
毎
日
出
品
作
業
に
没
頭
す

る
利
用
者
さ
ん
の
O
さ
ん（
　
歳
）を
ご
紹
介

６２

し
ま
し
ょ
う
。
亀
の
コ
ロ
と
生
活
し
て
い
る

O
さ
ん
は
、
明
る
く
み
ん
な
の
人
気
者
。

ヒ
ュ
ー
マ
ン
の
ム
ー
ド
メ
ー
カ
ー
的
な
存
在

で
、
い
つ
も
会
話
の
中
心
に
い
ま
す
。
入
社

後
初
め
て
パ
ソ
コ
ン
操
作
を
覚
え
、
日
々
成

な
い
た
め
、
お
客

様
が
安
心
し
て
買

い
物
が
で
き
る
よ

う
詳
し
く
入
力
し

ま
す
。
注
文
さ
れ

た
商
品
は
そ
れ
ぞ

れ
の
棚
や
倉
庫
か

ら
集
め
ら
れ
、
ミ

ス
が
起
き
な
い
よ

う
に
情
報
確
認
を

二
人
で
行
い
、
梱

包
し
て
発
送
し
ま

問合せ  保健福祉課福祉対策班  拶盈6987

　
ヒ
ュ
ー
マ
ン
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ

ス
は
、
心
身
に
障
が
い
の
あ
る
人

が
安
心
し
て
就
労
で
き
る
事
業
所

で
す
。
今
月
は
１
日
の
作
業
の
流

れ
と
、
あ
る
利
用
者
さ
ん
に
つ
い

て
お
伝
え
し
ま
す
。

　
事
業
所
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
本
や
ビ
デ
オ
、
C
D
な
ど
の
商

品
を
販
売
し
て
お
り
、
商
品
を
出

品
す
る
前
に
、
日
焼
け
や
傷
が
あ

る
場
合
は
そ
の
情
報
を
入
力
し
ま

す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
実
際

の
商
品
を
手
に
取
っ
て
確
認
で
き

～ 1日の作業とOさんのご紹介 ～

　町内３つの障がい福祉サービス事業所
（なないろニカラ、北の峯学園上富良野事
業所、ヒューマンインターフェイス）での
出来事を月替わりでお伝えしています！

長
を
感
じ
な
が
ら
若
い
仲
間
と

共
に
楽
し
く
作
業
に
打
ち
込
ん

で
い
ま
す
。

　「
仕
事
や
職
場
の
雰
囲
気
は
ど

う
で
す
か
？
」
の
問
い
に
は
「
毎

日
楽
し
く
仕
事
を
し
て
い
ま

す
！
」
と
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
次
号
は
セ
ン
ス
の
問
わ
れ
る

制
作
現
場
を
報
告
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

※
掲
載
文
は
利
用
者
さ
ん
４
人

に
考
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た

ＹＡＺＡＷＡ魂で仕事に没頭するOさん

ヒューマンインターフェイスだよヒューマンインターフェイスだよりり 

一時一時 雨雨
本日は本日は……

晴れ晴れ 時々時々くもくもりり
七 富良野広域情報 七

　
い
よ
い
よ
夏
本
番
で
す
ね
！
　
こ
れ
か
ら

の
時
期
は
熱
中
症
に
注
意
で
す
。

　
熱
中
症
は
高
温
で
湿
度
の
高
い
環
境
に
い

る
こ
と
で
、
体
内
の
水
分
や
塩
分
な
ど
の
バ

ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
体
温
の
調
節
機
能
が
働
か

な
く
り
、
体
温
上
昇
や
め
ま
い
、
筋
肉
痛
や

吐
き
気
、
ひ
ど
い
場
合
に
は
け
い
れ
ん
や
意

識
障
害
な
ど
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　
半
数
以
上
は
軽
症
で
す
が
、
涼
し
く
、
湿

度
が
低
い
と
さ
れ
る
北
海
道
で
も
死
亡
例
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
高
齢
者
は
暑
さ

や
水
分
不
足
に
対
す
る
感
覚
、
体
の
調
節
機

能
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
周
囲
が
注

意
深
く
見
守
る
こ
と
も
大
切
。
ま
た
、
小
さ

な
子
ど
も
は
背
が
低
い
た
め
地
面
に
近
く
、

地
表
の
熱
で
大
人
が
暑
い
と
感
じ
る
以
上
に

暑
い
環
境
に
置
か
れ
る
の
で
、
晴
れ
た
日
の

外
出
は
一
層
の
注
意
が

必
要
で
す
。

　
こ
ま
め
な
水
分
・
塩
分

補
給
と
、
扇
風
機
や
遮
光

医療機関の受診対　処症　状重症度

症状が改善すれば
受診の必要なし。
自力で水分を飲み
込めない場合や症
状の改善が見られ
ない場合は受診が
必要

涼しい場所へ移動、安
静、水分補給

気分が悪い、めまい、
立ちくらみ、筋肉のこ
むら返り、大量の汗

低い

師

高い

涼しい場所へ移動、安
静、体を冷やす、十分
な水分と塩分の補給

頭痛、吐き気、体がだ
るい・力が入らない、
集中力・判断力の低下

ためらうことなく
救急車を要請

涼しい場所へ移動、安
静、体が熱ければ脇の
下や両側の首筋、足の
付け根など（太い血
管）を冷やす

意識障害（呼びかけに
対する反応や会話がお
かしい）、けいれん、運
動障害（真っすぐに歩
けないなど）、体が熱い

カ
ー
テ
ン
な
ど
を
使
っ
て
室
温
を
調
整
し
、

暑
い
夏
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
！

富良野市「第４６回北海へそ祭り」

　メーンイベントの「北海へ

そ踊り大会」には、個人参加・

飛び入り参加もできます。

　また、飲食ブースでは地元食

材を使った創作料理が味わえ

ます。踊ってよし、見てよし、

食べてよしの北海へそ祭りに

ぜひご来場ください。

日時　７月２８日（月）・２９日（火）

場所 　新相生商店街祭り会場

問合せ　北海へそ祭り実行委

員会（商工観光課） 拶曳２３１２

中富良野町「なかふらのフェス

タ２０１４ラベンダーフェア！」　

司ラベンダーまつり＆花火大会

日時　７月１９日（土）

 　　　　　　 １１時３０分～２１時

内容　「ラベンダーの妖精」お披

露目、キャラクターショー、

ものまねステージ、花火大会

場所　町営ラベンダー園

司ＪＡふれあい広場

日時   ８月２日（土）

　　　　　　 10時～14時30分

内容　青果物即売会・ジャンボ

のり巻きなど 

場所　ＪＡふらの中富良野支

所駐車場

問合せ  実行委員会事務局（なか

　ふらの観光協会）　拶曳３０３３

南富良野町「太陽と森と湖の祭

典第４３回かなやま湖湖水まつり」

　7月２６日（土）はかなやま湖畔

キャンプ場で「かなやま湖

ミュージックウェイブ」が、

２７日（日）は歌謡ショーなどイ

ベントが盛りだくさん。

　フィナーレを飾る花火大会

は迫力満点！ 湖を渡る７００ｍの

ナイアガラの滝は必見です。

問合せ　太陽と森と湖の祭典

　実行委員会　　　 拶曳７０００

占冠村「第４０回占冠村ふるさ

と祭り！」

　占冠村和牛のローストビー

フやヤマメ、エゾシカのから

揚げなど地元産品の出店が並

びます。前夜祭には大抽選会

のほか、頭上に上がる迫力満

点の花火は一見の価値あり！

ゆるキャラのお披露目も！

日時　８月２日（土）～３日（日）

場所　占冠村農村公園

問合せ　ＮＰＯ法人占冠・村

づくり観光協会　 拶曳８０１０
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見上げれば…見上げれば…
　地方によっては時期が異なりますが、今月の主役は「七夕」。七夕という

と「織姫（おりひめ）」「彦星（ひこぼし）」「天の川」の三点セットが不可欠

ですね。「織姫（織女：しょくじょ）」はこと座の１等星ベガ、「彦星（牽牛：

けんぎゅう）」はわし座の１等星アルタイル。ベガから天の川を挟んで南

側に輝く１等星がアルタイルで、その東側にははくちょう座の１等星デネ

ブが輝いています。この３つの星を結んで「夏の大三角形」といいます。

問合せ
　教育振興課社会教育班　拶盈5511

☆７月の上富良野の星空は…

夜夜空空をを夜空を

● 人のうごき ●
平成26年6月30日現在

(　)は前月比

６/10　ハンギングバスケット実践講習会。花や葉の
色、形などバランスを考えて配置するのが難しい…

　NPO法人東亜天文学会会員の犬上達

也さんを講師に、天の川付近の星雲・

星団をはじめ土星や火星を

天文台の望遠鏡を使って観

察するほか、屋上で解説を

聞きながら夏の星座を眺め

ます。悪天候の場合は、１６時以降に中

止の連絡をします。参加料は無料です。

日時　8月21日（木）   19:30～20:30

場所　上富良野西小学校チャレンジ天文台

定員　25人（中学生以下は保護者同伴）

申込期限　8月19日（火）　　

申込み・問合せ

　教育振興課社会教育班　拶盈5511

町へ
◎片倉兼子さん                            10万円

◎對馬徹さん                                ５万円

◎小原勇治さん                            10万円

◎久野祐敬さん　　                     ５万円

 町立病院へ
◎片倉兼子さん　　　　　　　   ３万円

◎對馬徹さん           　　　　      10万円

◎上坂正さん           　　　          ３万円

ラベンダーハイツへ
◎上坂正さん　　　　　　　　   ３万円

◎上富良野町いしずえ大学   清拭布171枚

◎小島隆士さん（神奈川県横浜市） 

　　　　　　　　　　　　  精白米60kg

社会福祉協議会へ
◎片倉兼子さん　　　　　　　   ５万円

◎對馬徹さん                            　５万円

◎上坂正さん           　　　          ３万円

◎樺眞智子さん　　　　　   和食器６０枚

たくさんの善意
ありがとうございました

東東

旨旨

7月227月22日日（火）（火）21:0 21:000 StellaNavigator Ver.9   鴎  1992-2013 AstroArts Inc.

ことこと座座

ベベガガ（織姫（織姫））

アルタイアルタイルル（彦星）（彦星）アルタイアルタイルル（彦星）（彦星）

わしわし座座旨旨

はくちょうはくちょう座座

旨旨

デネデネブブ

いていて座座
さそりさそり座座

南南東東 南南 南南西西

夏の大三夏の大三角角

天の天の川川

銀河の中心銀河の中心部部

　天の川は街明かりの少ないところ

でははっきりと見ることができ、特

にいて座付近は「濃い」といわれま

す。それは、私たちの宇宙である銀

河系(天の川銀河ともいいます）で最

も星が密集している中心方向を見て

いるから。逆にオリオン座方向の天

の川が淡いのは、銀河系の外側を見

ているからです。双眼鏡をお持ちの方はぜひ、いて座方向に向けてみてく

ださい。無数の星々とともに、星雲や星団も見えてとても楽しいですよ。

　８月には真夏の風物詩「ペルセウス座流星群」が、最も多く流星が見ら

れる極大を迎えます。たくさん星が流れると宇宙から星が減ってしまうん

じゃないかと心配している（!?）方もいるかもしれませんが、この流星群は、

１３３年ごとに太陽に近づくスウィフト・タットル彗星（すいせい）が地球の

公転軌道上に残していった塵（ちり）が大気圏で発光しているもので、流れ

星といっても「星」ではありません。なので、星が減る心配はご無用！

　今年の流星群のピークは８月１２日から１３日にかけての真夜中。満月が１１

日なので条件は最悪ですが、比較的明るい流星が多いこと、流れた後に雲

のような流星痕（りゅうせいこん）を残すものが多いので、注意して見てく

ださい。空のどこを見ればいいのかというと、夜中であればどの方角でも

OK。ペルセウス座の付近では短く、離れたところでは長めに流れます。

旨旨
オリオン座の方オリオン座の方向向

旨旨

いて座の方いて座の方向向
太陽太陽系系

夏の大三角を表示　夏の大三角を表示すす
るため、実際には見えるため、実際には見えてて
いる高度の低い部分いる高度の低い部分をを
省略していま省略していますす

住民登録

( ＋  2 )11,325人人口
( ＋  2 )５,691人男
( ±  0 ) ５,634人女
( ＋  7 )5,222世帯世帯

外国人住民 ※住民登録の内数

( ＋  2 )３8人人口
( ±  0 )12人男
( ＋  2 )26人女
( ＋  1 )２5世帯世帯

７７月月のの天天体体観観望望会会８８月月のの天天体体観観望望会会


